
「厳寒の朝」 撮影　小出　秀彌氏

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
10
月
に
発
足
し
た
高
市

内
閣
は
、「
日
本
列
島
を
、
強

く
豊
か
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、「
責
任
あ
る
積
極
財

政
」
を
基
盤
と
し
た
経
済
再

生
と
、
安
全
保
障
・
経
済
安

全
保
障
の
強
化
の
政
策
を
進

め
て
お
り
、
国
の
政
策
と
の

矛
盾
が
生
じ
な
い
よ
う
、
地

域
経
済
の
か
さ
上
げ
に
資
す
る

経
済
対
策
を
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

当
所
に
お
い
て
は
、「
小
規
模

企
業
振
興
基
本
計
画
」
の
見
直

し
が
行
わ
れ
る
中
で
、
よ
り
支

援
機
関
と
し
て
伴
走
支
援
の
重

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
令

和
８
年
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
常
日
頃
よ
り
市
政
や
地
場

産
業
の
大
い
な
る
発
展
の
た

め
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

本
日
１
月
１
日
を
も
っ

て
、
旧
五
泉
市
と
旧
村
松
町

が
合
併
し
て
20
年
と
な
り
ま

す
。
今
日
ま
で
の
五
泉
市
行

政
へ
の
ご
尽
力
、
ご
協
力
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
午
年
に
な
り
ま
す
。

颯
爽
と
駆
け
抜
け
る
が
ご
と

く
、
皆
さ
ま
が
力
強
く
前
進
し
、

ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
物
価
高
騰
の
影
響

や
、
ア
メ
リ
カ
の
関
税
問
題
な

ど
、
世
界
経
済
が
安
定
せ
ず
先

行
き
不
透
明
な
状
況
で
あ
っ
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
景
況
指

数
は
持
ち
直
し
の
傾
向
を
示
し

て
い
る
も
の
の
、
皆
さ
ま
が
感

じ
る
景
況
感
は
、
未
だ
良
い
方

向
に
感
じ
る
ま
で
に
至
っ
て
い

な
い
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
り

ま
す
が
、
高
市
政
権
の
も
と
、

力
強
い
経
済
成
長
を
望
む
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
、
変
化
を
恐
れ
ず
、
果
敢
に

挑
戦
す
る
皆
さ
ま
と
共
に
、
新

し
い
着
想
と
発
想
を
、
大
い
な

る
情
熱
を
も
っ
て
切
り
拓
き
、

共
に
駆
け
抜
け
て
ま
い
り
た
い

と
思
う
所
存
で
す
。
引
き
続
き
、

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
尽
力
と
ご
指

導
を
賜
り
、
連
携
を
深
め
、
五

泉
市
の
持
続
的
な
発
展
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
市
政
運
営
に
格
段
の

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
と
と
も

に
、
地
場
産
業
、
地
域
経
済
の

発
展
の
た
め
官
民
挙
げ
て
さ
ら

な
る
情
熱
を
傾
け
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。五

泉
商
工
会
議
所
の
益
々
の

ご
発
展
と
会
員
皆
さ
ま
の
こ
の

一
年
が
輝
か
し
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

要
性
が
増
し
て
い
る
事
を
鑑
み
、

支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
国
や
県
、
自
治
体
の
産

業
労
働
政
策
、
特
に
中
小
企
業

振
興
施
策
の
最
終
伝
達
現
場
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
だ
け
で

な
く
、
政
策
提
言
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
主
体
に
な
る
な
ど
、

地
域
振
興
の
中
核
的
役
割
を
担

い
、
多
岐
に
わ
た
る
事
業
活
動

を
精
力
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。特

に
、
交
流
人
口
を
増
加
す

る
た
め
の
観
光
・
経
済
の
活
性

化
策
と
し
て
一
昨
年
よ
り
開
催

し
た
「
五
泉
水
か
け
祭
り
」
は
、

多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
、

今
年
も
継
続
開
催
す
る
こ
と
で
、

良
質
な
「
水
」
が
湧
く
五
泉
を

広
く
発
信
・
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
引
き

続
き
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し

て
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
「
会
員
事
業
所
の
安
定
的
発

展
」と「
魅
力
の
あ
る
街
づ
く
り
」

に
向
け
て
、
役
職
員
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
か
ら
の
よ
り
一

層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
み
な
さ
ま
の
ご
多

幸
と
ご
健
康
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

難局こそ情熱をもって挑戦
五泉市長　田邊　正幸

地域とともに、未来を創る
　五泉商工会議所
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ま
す
。

２
０
２
６
年
に
取
り
組
む
べ

き
重
要
課
題
を
尋
ね
て
み
る

と
、
業
界
団
体
、
商
工
会
議
所
・

連
合
商
工
会
と
も
に
「
人
手
不

足
・
人
材
確
保
」
が
最
も
多
く
、

そ
の
対
応
策
の
一
環
と
し
て

「
Ｄ
Ｘ
化
」「
生
産
性
の
向
上
」

を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
の
回

答
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
景
気
対
策
」「
原
材

料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
価
格

Ｉ

Ｍ

Ｆ

は
、

２
０
２
６
年
の
世
界

の
経
済
成
長
率
の
見

通
し
を
プ
ラ
ス
３
・

１
％
と
、
２
０
２
５

年
か
ら
０
・
１
ポ
イ

ン
ト
低
下
す
る
も
、

安
定
し
た
成
長
が
続

く
と
予
測
し
て
い
ま

す
。（
図
表
２
）

２
０
２
６
年
の
日

本
の
成
長
率
見
通
し

は
、
ト
ラ
ン
プ
関
税

の
顕
在
化
の
懸
念
も

あ
り
プ
ラ
ス
０
・
６

％
と
２
０
２
５
年
の
プ
ラ
ス

１
・
１
％
か
ら
上
昇
幅
が
縮
小

す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま

す
。先

行
き
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
の

輸
出
産
業
へ
の
影
響
や
昨
年
末

に
悪
化
し
た
日
中
関
係
の
行

方
、
長
引
く
物
価
高
が
内
需
の

柱
で
あ
る
個
人
消
費
に
与
え
る

影
響
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

～
県
内
経
済
の
見
通
し
～

昨
年
末
に
当
社
が
実
施
し
た

県
内
の
業
界
・
商
工
団
体
等
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で

は
、
２
０
２
６
年
の
業
況
見
通

し
に
つ
い
て
「
や
や
好
転
」
が

５
団
体
、「
変
わ
ら
な
い
」
が

21
団
体
、「
や
や
悪
化
」
が
11

団
体
、「
悪
化
」
が
３
団
体
と

な
り
ま
し
た
。（
図
表
３
）

原
材
料
価
格
や
人
件
費
の
高

騰
が
続
く
見
通
し
の
な
か
で
、

価
格
転
嫁
の
難
航
に
よ
る
収
益

の
悪
化
を
懸
念
す
る
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
米
国
を
中

心
に
、
海
外
情
勢
の
不
透
明
感

に
対
す
る
不
安
も
高
ま
っ
て
い

２
０
２
６
年
の
経
済
見
通
し
～
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い
る
新
潟
県
経
済
。

米
国
の
関
税
政
策
の
影
響
に
注
視
が
必
要
～

経済展望明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
、
自
民
党
の
高
市
早
苗

総
裁
が
憲
政
史
上
初
の
女
性
首

相
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
参
院

選
で
の
敗
北
、
公
明
党
の
連
立

離
脱
か
ら
日
本
維
新
の
会
の
支

持
を
得
て
成
立
し
た
高
市
政
権

で
す
が
、
両
党
だ
け
で
は
衆
参

両
議
院
と
も
過
半
数
に
足
り
ず

不
安
定
な
政
権
運
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

え
、
日
中
間
の
緊
張
の
高
ま

り
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影
響
の

顕
在
化
な
ど
懸
念
材
料
は
山
積

で
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
に
は
当
初

の
目
標
を
上
回
る
２
９
０
０
万

人
を
超
え
る
来
場
者
が
訪
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
円
安
の
恩
恵
も

あ
り
、
訪
日
外
国
人
数
や
消
費

額
は
過
去
最
高
を
更
新
す
る
勢

い
で
す
。

一
方
で
円
安
の
継
続
は
、
消

費
者
に
と
っ
て
は
物
価
上
昇
の

形
で
影
響
が
及
び
、
物
価
の
優

等
生
と
さ
れ
て
き
た
お
米
や
卵

な
ど
の
価
格
上
昇
も
相
ま
っ

て
、
長
引
く
物
価
高
が
家
計
に

重
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

～
海
外
・

国
内
経
済
の
動
き
～

Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通

貨
基
金
）
が
昨
年
10

月
に
公
表
し
た

２
０
２
５
年
の
世
界

経
済
の
成
長
率
見
通

し
は
、
前
年
比
プ
ラ

ス
３
・
２
％
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
ト
ラ

ン
プ
関
税
も
各
国
と

の
合
意
が
進
み
、
や

や
落
ち
着
い
て
き
た

こ
と
か
ら
、
７
月
の

前
回
予
想
か
ら
上
方
修
正
さ
れ

ま
し
た
が
、
２
０
２
４
年
の
プ

ラ
ス
３
・
３
％
を
や
や
下
回
る

見
通
し
で
す
。

日
本
経
済
の
成
長
率
見
通
し

も
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
が
日
米
間

で
合
意
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

２
０
２
５
年
は
プ
ラ
ス
１
・
１

％
と
前
回
予
想
か
ら
上
方
修
正

さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
足
元
の
２
０
２
５

年
７
～
９
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、

ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影
響
に
よ
る

輸
出
不
振
や
住
宅
投
資
の
落
ち

込
み
か
ら
、
前
期
比
マ
イ
ナ
ス

０
・
４
％
（
年
率
換
算
マ
イ
ナ

ス
１
・
８
％
）
と
２
０
２
４
年

１
～
３
月
期
以
来
、
６
四
半
期

（
１
年
半
）
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス

成
長
と
な
り
ま
し
た
。（
図
表

１
）

～
県
内
経
済
の
動
き
～

県
内
経
済
は
引
き
続
き
緩
や

か
な
持
ち
直
し
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
当
社
の
企
業
動
向
調
査
で

は
２
０
２
５
年
に
「
定
期
昇

給
」「
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
」
な
ど

の
賃
上
げ
を
実

施
し
た
県
内
企

業
の
割
合
は
９

割
を
超
え
て
い

ま
す
。
賃
上
げ

が
個
人
消
費
を

下
支
え
し
た
こ

と
か
ら
、
ス
ー

パ
ー
の
売
行
き

が
好
調
だ
っ
た

一
方
、
住
宅
投

資
は
資
材
価
格

や
労
務
費
の
高

騰
も
あ
り
、
新

設
住
宅
の
着
工

戸
数
は
前
年
比

減
少
が
続
い
て

い
ま
す
。

生
産
活
動
は

世界経済の成長率見通し

成長率 2024年
（前年比%）

見通し（前年比 %）

2025年 2026年
世界 3.3 3.2 3.1
先進国 1.8 1.6 1.6
日本 0.1 1.1 0.6
米国 2.8 2.0 2.1
ユーロ圏 0.9 1.2 1.1
英国 1.1 1.3 1.3

新興市場国等 4.3 4.2 4.0
中国 5.0 4.8 4.2
インド 6.5 6.6 6.2
ロシア 4.3 0.6 1.0

（資料）2025 年10月 IMF世界経済見通し

食
料
品
が
堅
調
な
ほ
か
、
生
成

Ａ
Ｉ
関
連
が
好
調
で
あ
る
も
の

の
、
中
国
な
ど
海
外
向
け
が
不

調
な
こ
と
も
あ
り
全
体
的
に
は

横
ば
い
で
推
移
し
ま
し
た
。

当
社
が
実
施
し
た
県
内
の
勤

労
者
へ
の
調
査
で
は
、
賃
上
げ

等
で
収
入
は
増
え
た
も
の
の
、

食
料
品
や
日
用
品
等
生
活
必
需

品
の
価
格
が
高
止
ま
り
し
、
意

図
し
な
い
出
費
が
家
計
を
圧
迫

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。「
賃
金
の
上
昇
が
物
価
上

昇
に
追
い
つ
か
な
い
」「
節
約

し
て
も
支
出
が
減
ら
な
い
」
な

ど
の
意
見
も
み
ら
れ
、
生
活
実

感
は
調
査
開
始
以
来
最
低
水
準

と
な
り
ま
し
た
。（
図
表
４
）

は
じ
め
に

2026 年の見通し

2025 年を振り返って

4

2025 年の業況（今回調査）

（注１）円の大きさは対象となる団体の数を表す　（注１）円の大きさは対象となる団体の数を表す　（注１）円の大きさは対象となる団体の数を表す　（注１）円の大きさは対象となる団体の数を表す　
（注２）カッコ内の数字は前年調査時の回答数　（注２）カッコ内の数字は前年調査時の回答数　
（注３）図表内では団体名を略称で表記している　（注３）図表内では団体名を略称で表記している　（注３）図表内では団体名を略称で表記している　
（注４）業界団体については会員企業・組合員の現況・見通し、商工会議所・業界団体については会員企業・組合員の現況・見通し、商工会議所・業界団体については会員企業・組合員の現況・見通し、商工会議所・

連合商工会については管内企業の現況・見通しに対する回答である連合商工会については管内企業の現況・見通しに対する回答である連合商工会については管内企業の現況・見通しに対する回答である

（資料）県内主要団体の業況見通し

自動車販売自動車販売

不況
2（3）

やや不況
17（14）

どちらとも言えない
18（22）

やや好況
3（2）

好況
０（0）

好転
0（０）

やや好転
5（7）

変わらない
21（18）

やや悪化
11（14）

悪化
3（2）

（　　）は
2025年の業況見通し
（前回調査）

鉄鋼販売業連合会鉄鋼販売業連合会
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（　　）は 2024年の業況（前回調査）
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県内主要団体の 2026年業況見通し

2

1

菓子工業、木材、ハウスウェア、鍍金、菓子工業、木材、ハウスウェア、鍍金、菓子工業、木材、ハウスウェア、鍍金、
長岡鉄工業、商店街振興組合、旅館ホテル、長岡鉄工業、商店街振興組合、旅館ホテル、長岡鉄工業、商店街振興組合、旅館ホテル、
上越商議所、三条商議所、十日町商議所上越商議所、三条商議所、十日町商議所上越商議所、三条商議所、十日町商議所上越商議所、三条商議所、十日町商議所 電子機械、電子機械、電子機械、

建設業協会建設業協会

電気工事工業、
ハイヤー・タクシー協会ハイヤー・タクシー協会ハイヤー・タクシー協会

蒲鉾、十日町織物、印刷工業、作業工具、蒲鉾、十日町織物、印刷工業、作業工具、蒲鉾、十日町織物、印刷工業、作業工具、
建築士事務所、建築組合連合会、建築士事務所、建築組合連合会、建築士事務所、建築組合連合会、
新潟商議所、柏崎商議所、村上商議所新潟商議所、柏崎商議所、村上商議所新潟商議所、柏崎商議所、村上商議所新潟商議所、柏崎商議所、村上商議所

餅工業、生コン工業、トラック協会、餅工業、生コン工業、トラック協会、餅工業、生コン工業、トラック協会、
スーパーマーケット協会、長岡商議所、スーパーマーケット協会、長岡商議所、スーパーマーケット協会、長岡商議所、スーパーマーケット協会、長岡商議所、
新発田商議所新発田商議所

石油商業組合石油商業組合

酒造組合、見附ニット、酒造組合、見附ニット、
金属洋食器、中越鋳物、金属洋食器、中越鋳物、
共同店舗協議会共同店舗協議会

米菓工業米菓工業

佐渡連合商工会佐渡連合商工会

糸魚川商議所糸魚川商議所

国内の実質ＧＤＰ成長率と寄与度（季節調整済・前期比）

（暦年、四半期）（資料）内閣府　四半期別GDP　一次速報
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図表１

図表２

図表３

No.692 五泉商工会議所ニュース 令和８年（2026年）１月１日　（２）

堀内カメラ☎0250-42-2794／090-4548-8315
五泉市本町3-3-15

電話にてご予約ください（完全予約制）
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Kita-GOSEN Rent-A-Car

TEL.0250-42-6322
Kita-GOSEN Rent-A-Car

TEL.0250-42-6322
有限会社 三根山商会

五泉市伊勢の川 4-59

いつき接骨院：五泉市南本町 3-5-30

▲1 0 : 0 0 - 1 8 : 0 0

病院でも、マッサージでもない１月５日より
営業いたします

6,000円～ʢΦʔυϒϧʣ

7,000円～ʢҰ඼ʣ

飲み放題プラン

ׂ
๑จ
෱
馬場町1
（42）3128

飲み放題プラン飲み放題プラン飲み放題プラン飲み放題プラン飲み放題プラン飲み放題プラン飲み放題プラン飲み放題プラン

繁忙日の
大人数ご予約は
お早目に!!

※調理補助募集※

ʢΦʔυϒϧʣʢΦʔυϒϧʣ

税務と経営のご相談はお気軽に

辰 喜 税 理 士 事 務 所
税　理　士
中小企業診断士　　辰　喜　太　輔
税　理　士　　山　倉　かおり
五泉市東本町１－４－33　TEL　43－1108

【公式HP】 【Instagram】

～お家のお医者さん～

ご相談ください！
建て替え リフォーム

代表：近藤豊

090-3982-6840お問い合わせ

近 藤 建 築

ご相談ください！
リフォーム

代表：近藤豊



動
向
」
へ
の
関
心
も
高
く
、
長

期
化
す
る
物
価
上
昇
に
苦
慮
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
市
政
権

の
財
政
出
動
に
よ
る
景
気
の
下

支
え
へ
の
期
待
が
う
か
が
え
ま

す
。県

内
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
も
、
経
営
上
の
問
題
点

と
し
て
「
人
材
不
足
」
と
「
仕

入
価
格
の
上
昇
」
を
あ
げ
る
回

答
が
依
然
多
数
で
す
が
、
賃
上

げ
の
実
施
が
続
い
て
い
る
こ
と

を
反
映
し
て
、「
人
件
費
の
増

加
」
を
課
題
と
し
て
あ
げ
る
企

業
の
割
合
が
年
々
上
昇
し
て
お

り
、
こ
の
傾
向
は
こ
れ
か
ら
も

続
き
そ
う
で
す
。（
図
表
５
）

一
方
で
、
個
人
消
費
の
力
強

い
回
復
に
は
「
実
質
賃
金
」
の

上
昇
が
鍵
と
な
り
ま
す
。
人
材

不
足
が
常
態
化
す
る
な
か
、
経

営
の
効
率
化
を
高
め
つ
つ
従
業

員
の
処
遇
を
向
上
さ
せ
る
と
い

う
難
し
い
舵
取
り
が
よ
り
一
層

求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影

響
に
つ
い
て
尋
ね
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、「
今
後
影
響
が

出
て
く
る
」
と
回
答
し
た
企
業

も
多
く
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影

響
の
顕
在
化
に
つ
い
て
も
注
視

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

醸
成
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
高
市
総
理
が
議
長

を
務
め
る
「
日
本
成
長
戦
略
会

議
」
に
お
き
ま
し
て
も
、Ａ
Ｉ
・

半
導
体
、
造
船
、
量
子
な
ど
17

の
戦
略
分
野
へ
の
投
資
に
加

え
、
人
的
資
本
の
強
化
、
労
働

市
場
改
革
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
、
賃
上
げ
環
境
整
備
な

ど
、
将
来
の
成
長
力
を
高
め
る

政
策
課
題
が
明
確
に
示
さ
れ
ま

し
た
。
国
の
成
長
戦
略
と
歩
調

を
合
わ
せ
つ
つ
、
民
間
の
現
場

か
ら
具
体
的
な
提
言
と
実
行
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
私

ど
も
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
の
経
済
は
、
成
長
型

経
済
へ
の
移
行
に
向
け
た
正
念

場
を
迎
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
企
業
数
の
99
・
７
％
、
雇

用
の
約
７
割
（
３
大
都
市
圏
を

除
く
と
約
９
割
）
を
占
め
る
中

小
企
業
は
、
円
安
・
原
油
高
に

伴
う
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
な
ど
の
高
騰
、
人
手
不
足
や

労
務
費
の
増
加
、
さ
ら
に
は
消

費
低
迷
な
ど
多
く
の
課
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確

固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
に

は
、
個
々
の
企
業
が
自
己
変
革

を
果
た
し
、
変
化
す
る
外
部
環

境
に
適
応
し
て
い
く
な
ど
、
絶

え
ず
「
変
革
」
に
挑
み
続
け
る

姿
勢
が
重
要
で
す
。
同
時
に
、

不
確
実
性
の
時
代
に
お
い
て

は
、
多
様
な
主
体
が
互
い
の
強

海
外
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
関
税

の
行
方
の
ほ
か
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

紛
争
の
長
期
化
や
中
東
情
勢

の
不
安
定
化
、
台
湾
を
め
ぐ
る

米
中
の
緊
張
な
ど
地
政
学
リ

ス
ク
の
高
ま
り
に
加
え
日
中

関
係
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。国

内
で
は
、
高
市
政
権
が
掲

げ
る
「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」

に
基
づ
き
、
ガ
ソ
リ
ン
税
の
旧

暫
定
税
率
の
廃
止
の
ほ
か
、
物

価
高
対
策
、
所
得
税
の
「
年
収

の
壁
」
引
き
上
げ
等
を
含
め
、

２
０
兆
円
を
超
え
る
規
模
の

補
正
予
算
を
打
ち
出
し
、
12
月

の
成
立
を
目
指
す
方
針
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
国
内
の
個
人
消

費
を
刺
激
す
る
効
果
が
見
込

ま
れ
る
反
面
、
国
債
の
発
行
増

に
よ
る
金
利
上
昇
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
「
丙
午
（
ひ

の
え
・
う
ま
）」
で
す
。

「
丙
」
も
「
牛
」
も
ど
ち
ら

も
火
の
性
質
を
持
ち
、
陽
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
象
徴
し
て
い
ま

す
。「
丙
午
」
は
“
火
と
火
”

が
重
な
っ
た
、
非
常
に
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
組
み
合
わ
せ
で

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
世
界
情
勢

は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
や
中
東

情
勢
の
緊
迫
化
と
い
っ
た
地

政
学
リ
ス
ク
に
加
え
、
関

税
・
輸
出
管
理
・
産
業
補
助
・

投
資
審
査
な
ど
が
複
合
的
に

作
用
し
、
通
商
環
境
の
再
編

が
進
行
す
る
な
ど
、
不
確
実

性
が
一
段
と
高
ま
っ
た
一
年

で
あ
り
ま
し
た
。

国
内
に
目
を
向
け
ま
す

と
、
日
本
経
済
は
賃
金
と
物

価
の
好
循
環
に
向
け
た
兆
し

が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
依
然
と
し
て
物
価
上

昇
に
賃
金
が
追
い
つ
か
ず
、

実
質
賃
金
の
着
実
な
回
復
が

最
大
の
課
題
で
す
。
長
年
に

わ
た
り
染
み
つ
い
た
デ
フ
レ

マ
イ
ン
ド
を
払
拭
し
、
成
長

の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ
確

実
に
循
環
さ
せ
る
こ
と
こ

そ
、日
本
経
済
の
「
再
出
発
」

に
向
け
た
最
大
の
鍵
で
あ
り

ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
国
政
に
お

い
て
は
、
憲
政
史
上
初
の
女

性
総
理
と
し
て
高
市
総
理
が

誕
生
し
、
就
任
直
後
か
ら
ト

ラ
ン
プ
米
大
統
領
を
は
じ
め

各
国
首
脳
と
の
会
談
を
精
力

的
に
行
い
、
首
脳
間
の
信
頼

す
。「
丙
午
（
ひ
の
え
・
う
ま
）」

は
丙
午
の
年
は
、「
情
熱
」「
エ

ネ
ル
ギ
ー
」「
行
動
力
」「
改
革
」

を
も
た
ら
す
、
新
し
い
始
ま
り

や
変
化
の
年
と
さ
れ
て
い
ま

す
。国

内
外
の
政
治
情
勢
や
円

安
、
物
価
高
な
ど
不
安
定
な
要

素
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
干
支

に
肖
り
良
い
年
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
２
０
２
５
年
12
月
）

第
四
北
越
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

参
与

唐
橋
浩
輔

み
を
持
ち
寄
り
、
新
た
な
価
値

を
共
に
創
り
、
共
に
分
か
ち
合

う
「
価
値
共
創
」
の
発
想
こ
そ

が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
を

支
え
る
基
盤
に
な
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
私
は

今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日

本
経
済
の
再
出
発
」
を
掲
げ
ま

し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

下
、
以
下
の
３
点
を
重
点
課
題

と
し
て
当
所
の
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１
点
目
は
「
成
長
型
経
済
の

実
現
に
向
け
た
環
境
整
備
」
で

す
。
成
長
型
経
済
を
実
現
す
る

に
は
、
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型
イ

ン
フ
レ
か
ら
、
需
要
拡
大
に
よ

る
デ
マ
ン
ド
プ
ル
型
イ
ン
フ
レ

へ
と
転
換
し
、
賃
金
と
投
資
の

好
循
環
を
持
続
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

適
切
な
価
格
転
嫁
と
取
引
適
正

化
の
推
進
は
、
賃
上
げ
原
資
を

確
保
す
る
観
点
か
ら
官
民
を
挙

げ
て
一
層
強
化
す
べ
き
課
題
で

す
。
加
え
て
、
経
済
安
全
保
障

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
両

立
、
過
度
な
円
安
の
是
正
に
向

け
た
金
融
政
策
、
人
手
不
足
へ

の
対
応
、
持
続
可
能
な
全
世
代

型
社
会
保
障
制
度
の
構
築
に
つ

き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
点
目
は
「
変
革
と
価
値
共

創
に
よ
る
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
『
稼
ぐ
力
』
の
強
化
」

で
す
。
成
長
型
経
済
の
実
現
に

は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
付
加
価
値
と
生
産
性
の
向

上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
新
分
野

進
出
、
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
推
進
、

知
的
財
産
の
創
造
・
保
護
・
活

用
、
海
外
展
開
、
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
と
の
連
携
な
ど
へ
の
挑
戦

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
事

業
承
継
を
契
機
と
し
て
、
よ
り

強
く
魅
力
あ
る
企
業
へ
と
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

３
点
目
は
「
地
域
の
稼
ぐ
力

の
向
上
に
よ
る
地
域
経
済
循
環

の
推
進
」
で
す
。
持
続
可
能
な

観
光
地
域
づ
く
り
、
地
域
に
新

た
な
投
資
を
呼
び
込
む
た
め
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
税
財
政
支

援
、
地
域
の
産
業
を
担
う
人
材

の
確
保
・
育
成
支
援
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
商
工
会
議

所
の
主
要
な
活
動
テ
ー
マ
で
あ

り
、
当
所
は
も
と
よ
り
、
各
地

商
工
会
議
所
が
中
核
と
な
っ
て

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
心
よ
り

期
待
い
た
し
ま
す
。

私
は
「
原
点
は
対
話
で
あ

る
」
と
い
う
信
念
の
下
、
会
頭

就
任
以
来
、
全
国
各
地
を
訪
問

し
、
地
域
や
事
業
者
の
生
の
声

を
伺
い
、
各
地
域
が
抱
え
る
課

題
の
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
は
「
現
場
主
義
・

双
方
向
主
義
」
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
現
場
の
声
に
真
摯
に
向

き
合
い
な
が
ら
、
中
小
企
業
と

地
域
の
活
性
化
、
日
本
経
済
の

さ
ら
な
る
成
長
に
向
け
て
、
皆

さ
ま
と
共
に
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
多
大

な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
を
迎
え
て

成
長
の
果
実
を

賃
金
や
投
資
へ

「
現
場
主
義
・

双
方
向
主
義
」の
発
展

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を

確
固
た
る
も
の
に

「
変
革
」と「
価
値
共
創
」

「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る

日
本
経
済
の
再
出
発
」
に
向
け
た

三
つ
の
重
点
課
題

経営上の問題点（複数回答）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
の
座
談
会
は
、「
未
来
に
向
け
て
」
を
メ
イ
ン
タ

イ
ト
ル
に
、（
一
社
）
五
泉
阿
賀
青
年
会
議
所
、
五
泉
商

工
会
議
所
青
年
部
会
、
五
泉
商
工
会
議
所
女
性
会
、
五

泉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
、

新
年
の
始
ま
り
に
ふ
さ
わ
し
い
活
発
な
意
見
交
換
の
場

と
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
の
干
支
は
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
で
、
六
十
干

支
の
中
で
四
十
三
番
目
に
位
置
し
ま
す
。「
丙（
ひ
の
え
）」

は
十
干
の
三
番
目
で
、「
植
物
の
芽
が
伸
び
て
成
長
し
、

形
が
は
っ
き
り
と
整
う
」
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
ま
た
、

「
午
（
う
ま
）」
は
十
二
支
の
七
番
目
で
、
陽
の
気
が
極

ま
り
、
万
物
が
大
き
く
成
長
し
、
力
強
く
進
む
年
を
象

徴
し
ま
す
。

丙
午
の
年
は
、
一
般
的
に
「
勢
い
が
強
く
、
飛
躍
・

発
展
す
る
年
」
と
さ
れ
、こ
れ
ま
で
の
努
力
が
実
を
結
び
、

新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
力
強
く
邁
進
す
る
の
に
最
適

な
時
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
五
泉
市
は
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
と
い
っ
た

構
造
的
な
課
題
に
直
面
す
る
一
方
で
、
豊
か
な
自
然
環

境
、
特
産
品
、
そ
し
て
何
よ
り
も
地
域
を
愛
す
る
皆
様

の
強
い
結
束
力
と
い
う
、
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘

め
て
い
ま
す
。
本
座
談
会
を
通
じ
て
、
地
域
を
牽
引
す

る
皆
様
の
知
恵
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
最
大
限
に
活
か
さ
れ
、

令
和
８
年
が
五
泉
市
に
と
っ
て
飛
躍
的
な
成
長
と
明
る

い
結
実
の
時
期
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

司
会

五
泉
商
工
会
議
所
　
　

専
務
理
事

吉
田
浩
幸

ஂ
ମ
ަ
ྲྀ
࠲
ஊ
ձ

Discussion
for the 
future

未
来
に
向
け
て

司
会

令
和
７
年
の
活
動
の

振
り
返
り
と
、
令
和
８
年
の
活
動

方
針
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。石

川
（
一
社
）
五
泉
阿
賀
青

年
会
議
所
（
以
下
、
Ｊ
Ｃ
）
で
は
、

昨
年
、
恒
例
の
わ
ん
ぱ
く
相
撲
と

婚
活
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。
わ

ん
ぱ
く
相
撲
で
は
、
五
泉
地
区
大

会
の
入
賞
者
が
県
大
会
へ
進
み
、

男
女
と
も
に
全
国
大
会
ま
で
進

出
し
ま
し
た
。
婚
活
事
業
で
は
、

男
女
合
わ
せ
て
60
名
の
参
加
者

が
集
ま
り
、
５
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

誕
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
他
に
も

勉
強
会
を
開
催
し
、
新
入
会
員
や

入
会
歴
の
浅
い
会
員
を
対
象
に
、

Ｊ
Ｃ
の
基
礎
を
学
ぶ
機
会
を
設

け
ま
し
た
。
今
年
は
入
会
歴
の
差

が
あ
っ
て
も
、
会
員
同
士
が
フ
ラ

ッ
ト
に
意
見
が
出
し
あ
え
る
組

織
作
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年

は
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
会
議
）
が
新
潟
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
五
泉
阿
賀
Ｊ
Ｃ
と
し
て

も
協
力
し
、
五
泉
の
観
光
地
の
紹

介
な
ど
を
行
い
、
海
外
の
方
を
お

迎
え
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

目
黒

青
年
部
（
以
下
、
Ｙ
Ｅ

Ｇ
）
で
は
、
45
歳
定
年
の
た
め
会

員
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
会
員
拡

大
に
力
を
入
れ
、
昨
年
は
５
名
が

新
た
に
入
会
し
ま
し
た
。
若
い
会

員
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
決
算

書
の
見
方
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ

ミ
ナ
ー
も
開
催
し
ま
し
た
。ま
た
、

婚
活
事
業
も
実
施
し
、
男
女
13
名

ず
つ
が
参
加
し
、
３
組
が
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
し
ま
し
た
。
令
和
６
年
に

開
催
さ
れ
た
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
の
準
備
の
た
め
、
約
２
年

間
は
事
業
が
で
き
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
昨

年
は
、
久
し
ぶ
り
に
事
業
の
勘
を

取
り
戻
す
形
で
活
動
を
進
め
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
当
会
か
ら
県

連
会
長
を
輩
出
す
る
た
め
、
メ
ン

バ
ー
全
員
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
全
国
リ
ー
ダ
ー

ズ
研
修
会
が
沖
縄
・
宮
古
島
で

開
催
さ
れ
る
た
め
、
可
能
で
あ
れ

ば
事
業
と
し
て
会
員
全
員
で
参

加
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

柴
澤

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
以
下
、
Ｌ
Ｃ
）
で
は
、
社
会
奉

仕
活
動
が
主
な
取
り
組
み
と
な

り
ま
す
。
月
１
回
の
五
泉
駅
前
早

朝
清
掃
の
ほ
か
、
３
月
に
は
２
回

目
と
な
る
子
ど
も
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
例
年
10
月
に
は
ラ
イ

オ
ン
ズ
デ
ー
と
し
て
、
ふ
な
お
か

更
生
園
さ
ん
と
の
交
流
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
30
名
を

超
え
る
利
用
者
さ
ん
、
職
員
さ
ん

と
三
川
き
の
こ
園
で
の
き
の
こ

狩
り
と
食
事
会
を
行

い
、
毎
年
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
近
隣
の

Ｌ
Ｃ
と
合
同
で
サ
ッ

カ
ー
大
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
多
様
な
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
は
若
い
新
入
会

員
が
多
数
加
入
し
て

く
れ
ま
し
た
。
今
年

も
引
き
続
き
新
入
会

員
の
募
集
に
力
を
入

れ
、
女
性
会
員
の
増

加
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

辻
川

女
性
会
で

は
、
４
月
に
粟
島
公

園
の
清
掃
活
動
、
５

月
に
は
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
を

招
き
、
声
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
６
月
と
11

月
に
は
笹
団
子
作
り
・
ち
ま
き

作
り
の
体
験
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
昨
年
、
全
国
大
会
が
東

京
で
開
催
さ
れ
、
小
池
百
合
子
東

京
都
知
事
の
お
話
や
、
歌
手
・
秋

川
雅
史
さ
ん
の
歌
を
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
集
ま

令
和
７
年
の
振
り
返
り
と

令
和
８
年
の
活
動
方
針

入
会
の
き
っ
か
け
や
、

入
会
し
て
よ
か
っ
た
こ
と

っ
た
女
性
会
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
も
あ
り
、
大
変
刺
激
の
多
い
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
８
年
に

は
、
五
泉
商
工
会
議
所
女
性
会
が

創
立
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
12
月

初
旬
に
周
年
記
念
事
業
を
開
催

す
る
予
定
で
、
会
員
一
丸
と
な
っ

て
、
県
内
女
性
会
の
皆
さ
ま
を
お

も
て
な
し
す
る
準
備
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会

入
会
の
き
っ
か
け
や
、

入
会
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
な
ど

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

石
川

Ｊ
Ｃ
に
は
、
や
り
た
い

こ
と
や
明
確
な
目
的
を
持
っ
て

入
会
さ
れ
る
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
私
は
例
外
で
、
会
社
の

勧
め
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
Ｙ

Ｅ
Ｇ
に
も
所
属
し
て
い
ま
し
た

が
、
比
べ
る
と
Ｊ
Ｃ
は
当
初
、
堅

く
重
苦
し
い
印
象
を
受
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｃ
で
は
一
つ
の

事
業
を
行
う
際
、
背
景
・
目
的
・

手
法
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
で
話
し

合
い
な
が
ら
決
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
思
考
過
程
は
社
業

に
も
非
常
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｃ
は
40
歳
定
年
の
た
め

世
代
が
近
い
方
が
多
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
職
種
・
立
場
の
方
と
交
流

で
き
る
点
も
良
か
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

目
黒

こ
れ
と
い
っ
た
き
っ

か
け
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

普
段
の
業
務
だ
け
で
は
建
設
業

の
視
点
に
偏
っ
て
し
ま
う
と
感

じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
仲
間
が

で
き
る
と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。

同
年
代
の
経
営
者
が
何
を
考
え
、

ど
の
よ
う
に
経
営
し
て
い
る
の

か
な
ど
、
多
く
の
刺
激
を
受
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
県
連
や
ブ
ロ
ッ

ク
と
い
っ
た
広
域
で
の
交
流
も

で
き
、
得
ら
れ
た
知
識
を
社
業
に

活
か
せ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

青
年
部
で
は
、
普
段
関
わ
る
こ
と

の
な
い
人
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
を
得
ら
れ

る
の
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

柴
澤

先
輩
会
員
で
あ
る
高

野
さ
ん
に
誘
わ
れ
た
こ
と
が
入

会
の
き
っ
か
け
で
し
た
。
青
年

部
に
も
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、

五
泉
の
た
め
に
よ
り
直
接
的
に

役
立
つ
活
動
を
す
る
な
ら
、
奉
仕

の
心
を
持
つ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

五泉ライオンズクラブ

会長　柴澤　亮さん
㈲下越自動車工業

（一社）五泉阿賀青年会議所

理事長　石川　祐貴さん
㈱安武商事

No.692 五泉商工会議所ニュース 令和８年（2026年）１月１日　（４）

郷屋川２丁目１－２３五泉本店

個室宴会承ります個室宴会承ります

新
年
会
は
、

串
ひ
ろ
で

決
ま
り！

電化製品・石油機具・ガス器具

㈱芳賀五一郎商店
五泉市駅前１丁目3番33号 ☎0250ｰ42ｰ2191

販売・修理のことなら、お気軽にご相談ください

E-mail:info@maryell.jp

※お料理のお値段は全てお席料・
　サービス料・消費税込のお値段と
　なっております

◆和食膳（8名様～）

◆オードブル
 プラン（8名様～）

企画営業・調理部門（担当：安中・長谷川）正社員募集中！

◆２時間飲み放題
￥7,300͓Ұਓ༷

￥2,700͓Ұਓ༷

￥4,800（7品）͓Ұਓ༷

￥5,800（8品）͓Ұਓ༷

ページを開設しました

https://www.instagram.com/gosencci/

杉
炉ばた焼

TEL(43)2786
五泉市馬場町〈FAX兼用〉(43)8000

（携帯）090-3093-1314

お弁当・オードブル・折箱

今年で 50 周年を迎え、今後とも
変わらぬご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

☎0250-42-1155

今年の 初売りは
スタッドレスタイヤ＆オプション３～５万円プレゼント
最大16万円相当 ※対象外車種有 ～R8/1/5～1/20まで

今までは陸運局へ持ち込んでの車検でしたが、
これからは自社で車検をすることが可能になりました。

今年
五泉市本町 6-2-12 TEL0250-42-1002

www.curoco-bl.com

open  平日 9:00-19:00　土 · 日 · 祝 9:00-17:00

close  月曜 · 第 1 · 第 3日曜 · 第 2 · 第 4 火曜

（株）樋口新聞舗
本　　　　店　☎43-1110
水 島 店　☎43-1120
南　　　　店　☎43-1150



司
会

入
会
希
望
者
へ
の
ア
ピ

ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。辻

川

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
座
や
笹
団
子
づ
く
り
な
ど
、
堅

苦
し
い
座
学
で
は
な
く
、
楽
し
み

な
が
ら
参
加
で
き
る
、
ま
る
で
学

生
時
代
の
部
活
動
の
延
長
の
よ
う

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に

若
手
の
方
々
に
入
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
年

代
は
仕
事
や
家
庭
で
忙
し
い
方
も

多
い
た
め
、
負
担
を
感
じ
ず
参
加

で
き
る
ラ
フ
な
窓
口
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
会

し
た
い
と
い
う
意
識
の
前
に
、「
な

ん
だ
か
楽
し
そ
う
だ
か
ら
行
っ
て

み
よ
う
」
と
気
軽
に
来
て
も
ら
え

る
入
り
口
の
広
い
会
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
友
人
を
増

や
す
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

柴
澤

Ｌ
Ｃ
は
、
家
族
の
よ
う

に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
会
で
す
。
若

い
力
を
求
め
て
い
ま
す
し
、
特
に

女
性
の
意
見
を
も
っ
と
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
最
初
は
敷
居
が
高
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
は
若
い
メ
ン
バ

ー
の
意
見
に
も
耳
を
傾
け
、
尊
重

し
て
く
れ
ま
す
。
五
泉
の
た
め
に

何
か
し
た
い
、
さ
ら
に
言
え
ば
世

界
に
向
け
て
奉
仕
活
動
を
し
て
み

た
い
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
入
会
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

目
黒

若
手
経
営
者
同
士
で
交

流
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
魅
力
で

す
。同
じ
立
場
同
士
だ
か
ら
こ
そ
、

自
分
の
悩
み
や
課
題
を
率
直
に
話

し
合
え
る
仲
間
に
出
会
え
ま
す
。

ま
た
、
研
鑽
の
場
と
し
て
も
活
用

で
き
、
自
身
の
経
営

に
プ
ラ
ス
に
な
る
刺

激
を
多
く
受
け
ら
れ

ま
す
。
仲
間
が
で
き
、

学
び
に
な
り
、
少
な

く
と
も
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
安
心
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

入
会
希
望
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

司
会

最
後
に
、
個
人
的
な
趣

味
や
今
後
や
っ
て
み
た
い
こ
と
な

ど
は
あ
り
ま
す
か
。

辻
川

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
や
体

を
動
か
す
こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ
を

き
っ
か
け
に
筋
ト
レ
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
始
め
ま
し
た
。
今
は
、
良
い

ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
り
ま
す
。
自

営
業
者
は
、体
が
資
本
で
す
の
で
、

今
後
も
細
く
長
く
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。
地
元
の
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン

は
、
知
り
合
い
が
多
い
の
で
勇
気

が
い
り
ま
す
が
、
い
つ
か
挑
戦
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

柴
澤

ラ
ー
メ
ン
が
大
好
き

で
、
年
間
５
０
０
杯
は
食
べ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
忙
し

い
た
め
、
休
み
の
日
に
５
～
６
杯

ま
と
め
て
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
一
昨
年
、
ラ

ー
メ
ン
を
紹
介
す
る

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ

ャ
ン
ネ
ル
を
立
ち
上

げ
、
よ
う
や
く
登
録

者
１
０
０
０
人
に
到

達
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
１
万
、２
万
と
増
や

し
て
い
き
た
い
で
す

し
、
こ
れ
か
ら
も
ラ

司
会

今
後
の
活
動
や
地
域
づ

く
り
に
対
す
る
展
望
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

目
黒

地
域
づ
く
り
と
言
え

ば
、
や
は
り
五
泉
ひ
ゃ
ん
で
花
火

大
会
で
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
毎
年
、

警
備
を
中
心
に
運
営
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
花
火
大
会
を
き

っ
か
け
に
、
五
泉
の
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
、
ま
た
来
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
婚

活
事
業
を
通
じ
て
五
泉
市
の
人
口

最
後
に

今
後
の活動

や
展
望

石
川

Ｊ
Ｃ
の
良
さ
も
、
や
は

り
仲
間
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
地

域
を
良
く
し
た
い
、
地
元
の
た
め

に
何
か
し
た
い
と
い
う
思
い
を
持

っ
て
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
具
体
的
に
ど
う
取
り
組
め
ば

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
人
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
で
は
で
き

る
こ
と
に
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、

Ｊ
Ｃ
に
は
仲
間
が
お
り
、
マ
ン
パ

ワ
ー
が
あ
り
、
必
要
な
資
金
も
あ

り
ま
す
。
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
地

域
に
貢
献
す
る
活
動
を
大
き
く
前

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
何

か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
に
こ

そ
、
お
す
す
め
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

ブ
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
入
会
し
ま
し
た
。
入
会
当
初

は
最
年
少
で
し
た
が
、
現
在
で
は

若
い
人
た
ち
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
先
ほ
ど
触
れ
忘
れ
て
い
ま

し
た
が
、
子
ど
も
食
堂
へ
の
寄
付

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。
母
子
家
庭
な
ど
、
食

べ
る
も
の
に
困
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
が
多
く
い
る
現
状
を
改

め
て
知
り
、
活
動
の
意
義
を
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。

減
少
対
策
に
少
し
で
も
貢
献
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
口
が

減
れ
ば
経
済
も
縮
小
し
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
も
で

き
る
こ
と
を
続
け
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
現
在
の
課

題
と
し
て
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
地
域
を

巻
き
込
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
が
あ
ま
り

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
よ

り
多
く
の
市
民
や
事
業
者
を
巻
き

込
め
る
企
画
に
も
挑
戦
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

柴
澤

婚
活
事
業
に
つ
い
て
は

Ｊ
Ｃ
さ
ん
や
Ｙ
Ｅ
Ｇ
さ
ん
が
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
、
Ｌ
Ｃ
で

は
現
在
の
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
奉

仕
活
動
に
一
層
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。
特
に
、
子
ど
も
が
活
躍
で

き
る
場
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
例
え
ば
子
ど
も
だ
け
の

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
企
画
や
、
す
で

に
実
施
し
て
い
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
の
規
模
拡
大
も
検
討
し

た
い
で
す
。
ま
た
、
昨
年
８
月
に

商
店
街
で
五
泉
水
か
け
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
あ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
も

地
域
も
さ
ら
に
活
気
づ
く
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
Ｌ
Ｃ
と
し
て
は
、

中
古
メ
ガ
ネ
の
回
収
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。
回
収
し
た
メ
ガ
ネ
は

世
界
の
目
の
不
自
由
な
方
々
に
届

け
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お

り
、
五
泉
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
い

視
野
で
奉
仕
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

辻
川

女
性
会
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
や
す
く
ん
」

は
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
皆
様
に

可
愛
が
っ
て
い
た
だ
け
る
存
在
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
通
じ
て
五
泉
の
情
報
発
信
も

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
を
長

く
続
け
る
た
め
に
も
、
発
信
担
当

の
会
員
を
固
定
化
せ
ず
、
女
性
会

全
員
で
取
り
組
め
る
体
制
に
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
展
望

ー
メ
ン
を
食
べ
続
け
て
い
き
た
い

で
す
。

目
黒

今
後
は
、
バ
イ
ク
で
ツ

ー
リ
ン
グ
を
し
た
り
カ
ス
タ
ム
を

楽
し
ん
だ
り
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ず
っ
と
忙
し
く
て
な
か
な

か
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ

走
り
に
行
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

車
も
好
き
で
、
倉
庫
で
眠
っ
て
い

る
車
も
あ
る
の
で
修
理
し
た
い
で

す
し
、
整
備
が
で
き
る
よ
う
な
し

っ
か
り
し
た
ガ
レ
ー
ジ
も
欲
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
川

趣
味
は
ゴ
ル
フ
で
、
か

れ
こ
れ
10
年
以
上
続
け
て
い
ま

す
。
年
間
７
～
８
回
ほ
ど
コ
ー
ス

に
出
ま
す
が
、
ま
だ
ス
コ
ア

１
０
０
を
切
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
今
年
は
１
０
０
切
り
を
目

標
に
頑
張
り
た
い
で
す
。
ま
た
、

ゲ
ー
ム
も
好
き
で
、
昨
年
Ｊ
Ｃ
で

開
催
し
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は

大
人
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。
私

の
子
ど
も
も
参
加
し
、
子
ど
も
の

部
で
も
優
勝
し
た
た
め
、
親
子
で

Ｗ
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
将
来
的
に
は
五
泉
阿
賀
Ｊ
Ｃ

主
催
で
よ
り
大
規
模
な
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
開
催
し
て
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

司
会

本
日
は
お
集
ま
り
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
各
会
の
今
後
の
さ
ら
な
る
ご

活
躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
こ
れ

に
て
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
改
め
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

に
つ
い
て
で
す
が
、
女
性
会
単
体

で
活
動
す
る
の
は
難
し
い
面
は
あ

り
ま
す
が
、
様
々
な
地
域
行
事
や

事
業
へ
の
協
力
な
ど
を
通
じ
間
接

的
な
形
で
貢
献
し
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
家
業
の
経
営

者
で
あ
る
夫
や
家
族
を
支
え
る
こ

と
、家
庭
を
大
切
に
す
る
こ
と
も
、

ま
ち
づ
く
り
と
同
様
に
重
要
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
バ
ラ

ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、
地
域
に
も

家
庭
に
も
会
員
ご
本
人
に
も
プ
ラ

ス
に
な
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。

五泉商工会議所女性会

会長　辻川　明美さん
㈱さくら人事　労務サポート五泉オフィス

五泉商工会議所青年部会

会長　目黒　翔さん
㈱目黒建設

辻
川

女
性
会
は
20
年
前
に

発
足
し
ま
し
た
が
、私
の
入
会
は
、

10
周
年
の
少
し
前
に
な
り
ま
す
。

当
時
会
議
所
副
会
頭
だ
っ
た
小

田
順
一
氏
に
勧
め
ら
れ
何
気
な

く
入
会
し
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
普
段
の
社
業
で
は
、
男
性
の

経
営
者
と
の
お
付
き
合
い
が
主

で
す
か
ら
、
女
性
同
士
で
、
ワ
イ

ワ
イ
と
心
置
き
な
く
話
が
で
き

る
女
性
会
の
場
は
、
と
て
も
新
鮮

で
心
地
よ
く
感
じ
て
い
ま
す
。

異
な
る
業
種
の
方
々
と
立
場
を

超
え
て
話
が
で
き
、
多
く
の
ヒ
ン

ト
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
特

に
全
国
大
会
な
ど
で
は
全
国
の

女
性
会
の
方
々
と
交
流
で
き
、
横

浜
の
同
業
の
方
と
お
話
し
し
た

際
に
は
、
都
会
で
の
や
り
方
な

ど
多
く
の
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

同
業
で
も
ま
っ
た
く
違
う
方
法

が
あ
る
こ
と
を
学
べ
る
の
も
、

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま

す
。

（５）　令和８年（2026年）１月１日 五泉商工会議所ニュース No.692

◆泉観光バス株式会社
本　　　社 五泉市赤海873‐１
千葉営業所 富里市御料920‐10
東京営業所 江東区新木場３‐９‐６

◆I.K ALLIANCE CO.,LTD.
本　　　社 新潟市東区一日市202
長岡営業所 長岡市新組町2241‐１

ۘլ৽೥
◆株式会社丸五急送
本　　　社 五泉市赤海872‐１

◆あんしんタクシー
本　　　社 五泉市赤海873‐１

◆白根タクシー
白根営業所 新潟市南区白根1463‐5

◆有限会社白鳥タクシー
本　　　社 阿賀野市中央町1‐6‐8

皆さまのご健康と
ご多幸をお祈り申し上げます

ྩ࿨̔೥ɹݩ୴

高速バス

今春新規運行開始予定！

新発田

東京

新潟

草津
伊香保

名古屋

新潟⇔伊香保・草津 線



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

有
限

浅
井
板
金
工
業

会
社

代
表
取
締
役

浅
井
洋
一

五
泉
市
赤
海
三
八
四
五
︱
一

有
限
会
社
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
ズ
せ
き
や

一
級
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
技
能
士

職
業
訓
練
指
導
員
（
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
科
）

代
表
取
締
役

今
井
将
志

新
潟
県
五
泉
市
水
島
町
９
番
30
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
２
５
０
）43
︱
１
４
４
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
５
０
）42
︱
０
７
３
３

〒959-1812

有
限
会
社
五
十
嵐
吉
平
商
店

代
表
取
締
役

五
十
嵐
裕
雄

五
泉
市
本
町
二
丁
目
一
番
四
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
二
︱
二
四
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
四
二
︱
一
一
〇
五

居

酒

屋　
　

仁

ࠇ

Ҫ

ਔ

五
泉
市
本
町
二
丁
目
五
一
八
〇
―
七

電

話

�
五
〇
五
四
番

五
十
嵐
司
法
書
士
事
務
所

司
法
書
士

五
十
嵐

良
平

行
政
書
士

五
十
嵐

拓
人

五
泉
市
泉
町
二
丁
目
一
｜
四

電

話

四
三
｜
六
〇
三
六
番

室
内（
店
舗
）装
飾
工
事
専
門
店

代

表

岩

村

俊

明

　
　
　
　
　

取
締
役

五
泉
市
吉
沢
一
｜
五
｜
二
三

電

話

�
五
八
八
七
番

　
　
水
廻
り
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
　
　

五
泉
市
上
下
水
道
指
定
工
事
店

　
　
　

~
き
っ
と
変
わ
る
。
あ
な
た
の
暮
ら
し
~

㈲
板い

た

井い

木
材
住
設

水
廻
り
で
困
っ
た
と
き
は
ハ
ロ
ー
ハ
ロ
ー

太
田
九
九
三
−

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
三
−

八
六
八
六

水道工事店が提案する　　

株
式
会
社

板
谷
電
機
商
会

代
表
取
締
役

板

谷

聡

五
泉
市
旭
町
三
番
二
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
�
○
一
三
六
番
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
四
四
六
四
番

住まいのおしゃれに株
式
会
社

植
木
鉄
工
所

　
　

代
表
取
締
役  

植
木

智

五
泉
市
本
町
五
丁
目
三
︱
二
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
二
｜
〇
四
三
四
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
四
三
｜
四
三
九
六

江
口
機
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

江
口
雅
明

五
泉
市
吉
沢
二
丁
目
五
︱
二
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
五
〇
︱
四
三
︱
二
三
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
五
〇
︱
四
三
︱
二
四
四
三

株
式
会
社

エ
コ
ガ
ー
ド
新
潟

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

川

口

幸

平

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

川

口

大

介

五
泉
市
村
松
工
業
団
地
一
―
三
―
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
二
五
〇
）四
七
―
八
九
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
二
五
〇
）四
七
―
八
九
〇
二

　
　
株
式
会
社

尾
野
間
組

代
表
取
締
役

尾
野
間

雄

一

㈲
オ
グ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

プ
リ
ン
ト
工
房
Ｌ
Ｂ
Ｓ

代
表
取
締
役

小
黒
洋
一

五
泉
市
本
町
二
丁
目
四
番
二
号

電

話

�
〇
二
二
三
番

有
限
会
社

川
上
左
官
工
業

代
表
取
締
役

川
上

寛

　
　
　
　
　

五
泉
市
赤
海
三
｜
一
｜
三
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
三
｜
〇
四
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
四
三
｜
五
四
四
四

有
限
会
社

川
口
商
店

代
表
取
締
役

川
口

裕

総
合
建
設
業
木
村
建
設
株
式
会
社

一
級
建
築
士
事
務
所
・
宅
地
建
物
取
引
業

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
保
代
理
店

代
表
取
締
役

木
村
地
与
仁

新
潟
県
五
泉
市
五
泉
１
４
８
５
番
地
１

（
２
０
５
０
）４
２
―
２
６
９
０

（
０
２
５
０
）４
２
―
２
６
９
７

TelFax

おかげさまで
138周年

串
ひ
ろ
グ
ル
ー
プ

遊
食
本
舗
株
式
会
社

代
表
取
締
役

鈴
木
亨
弘

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
５
０
︱
４３
︱
８
５
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
５
０
︱
４2
︱
６
０
１
０

幸
商
グ
ル
ー
プ

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
株
式
会
社

代

表

関

塚

幸

惠

取
締
役

新
潟
県
五
泉
市
本
町
二
｜
一
｜
九

幸
商
ビ
ル
三
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

�
七
七
六
五
番

Ｆ
Ａ
Ｘ

�
七
七
九
五
番

関
塚
政
行

伊
藤
敏
夫

梅
田
恒
栄

大
河
原
勝

吉
田
浩
幸

新
潟
県
ニ
ッ
ト
卸
商
業
協
同
組
合

理
事
長

外
山
利
治

五
泉
織
物
工
業
協
同
組
合

理
事
長

横
野
恒
明

五
泉
ニ
ッ
ト
工
業
協
同
組
合

理
事
長

梅
田
恒
栄

わ
た
し
の
街
の

き
な
せ
や
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
！

五
泉
商
業
協
同
組
合

理
事
長

坂
井
康
二

副
理
事
長

阿
部
清
一

副
理
事
長

加
藤
恵
子

専
務
理
事

渡
邉
隆
夫

五
泉
市
本
町
二
丁
目
三
─
三
五

（
は
~
と
ふ
る
五
泉
館
内
）

五
泉
建
設
業
協
同
組
合

理
事
長

横
山

昇

五
泉
市
金
融
団

第
四
北
越
銀
行

五
泉
支
店
・

　
　
　
　
　
　

五
泉
中
央
支
店

支
店
長

渡
部
　
　
良

大
光
銀
行

五
泉
支
店

支
店
長

小
和
田
一
夫

は
ば
た
き
信
用
組
合

五
泉
支
店

支
店
長

荻
野

直
人

加
茂
信
用
金
庫

五
泉
支
店

支
店
長

時
田

秀
行

一
般
社
団
法
人

五
泉
市
観
光
協
会

会　
　

長

伊
藤
敏
夫

副
会
長

阿
部
律
雄

副
会
長

関
塚
政
行

副
会
長

林

聡
明

専
務
理
事

早
福

亮

五
泉
市
駅
前
１
｜
５
｜
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

４
７
｜
７
５
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ  

４
７
｜
７
５
２
８

【
五
泉
Ｉ
Ｔ
】
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ

ピ
エ
ー
ル
ラ
ン
リ
・
ラ
ヴ
ィ
ン

P
IE

R
R

E-H
EN

R
I  LA

V
IG

N
E

新
潟
県
五
泉
市
伊
勢
の
川
７
ー
５

（
０
２
５
０
）
４
７
ー
７
２
５
４

０
８
０
ー
６
６
７
７
ー
６
１
４
３

https://studio.gosen-it.design

葬
祭
場

㈱
五
泉
会
館

代
表
取
締
役

風

間

秀

治

五
泉
市
本
町
五
丁
目
二
―
四
四

電
話

四
二
―
二
六
〇
六

五
泉
メ
ナ
ー
ド
化
粧
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

吉
川
浩
史

新
潟
県
五
泉
市
太
田
２
丁
目
８
︱
25

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
２
５
０
）42
︱
１
１
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
５
０
）42
︱
７
８
３
０

〒959-1825

株
式
会
社

斎
藤
建
設

代
表
取
締
役

斎
藤
廣
文

一
級
建
築
士五

泉
市
赤
海
一
丁
目
十
四
番
十
五
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ

四
二
｜
三
三
二
八

Ｆ
Ａ
Ｘ

四
二
｜
三
六
九
二

二
〇
二
六
年

紙
上
名
刺
交
換

No.692 五泉商工会議所ニュース 令和８年（2026年）１月１日　（６）



株
式
会
社

斎
藤
鉄
工
所

代

表

斎
藤
和
成

取
締
役

五
泉
市
論
瀬
八
一
一
八
︱
一

電

話

四
二
︱
一
三
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ

四
三
︱
四
四
七
五

企
業
と
社
員
の
安
心
の
た
め
に

㈱
さ
く
ら
人
事
労
務
サ
ポ
ー
ト

代
表
取
締
役

辻
川
明
美

五
泉
オ
フ
ィ
ス　
　
　
　
　

五
泉
市
郷
屋
川
二
｜
三
｜
五

石
崎
ビ
ル
二
階

電
話

四
三
｜
六
七
三
六

越
後
天
然
ガ
ス
株
式
会
社
認
定
工
事
店

五
泉
市
給
水
装
置
・
排
水
設
備
指
定
工
事
店

五
泉
市
町
屋
甲
九
二
一
番
地
一

電
話
（
〇
二
五
〇
）
四
三
―
六
五
二
六
㈹

代
表
取
締
役

栢
森
大
樹

株
式
会
社
佐
久
間
石
油

代
表
取
締
役

佐
久
間
哲
平

澁
谷
ニ
ッ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

澁
谷

剛

社　
　
　

長

相

談

役

澁
谷

進
翠
玉
の
湯

佐

取

館

林

聡

明

五
泉
市
二
ツ
柳
六
八
番
地

電
話
（
〇
二
五
〇
）

四
三
｜
〇
五
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
五
〇
）

四
二
｜
〇
三
三
三

ス
ズ
キ
ト
ラ
ス
ト
新
潟
株
式
会
社

有
限
会
社
下
越
自
動
車
工
業

代
表
取
締
役

柴
澤
仁
子

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
業

有
限
会
社
ス
ズ
プ
ロ

教
育
は
未
来
の
財
産

ス
ズ
プ
ロ
塾
村
松
校

塾
長

鈴
木

和
夫

五
泉
市
村
松
甲
二
〇
三
九
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
五
〇
―
五
八
―
一
〇
〇
五

　
　   

代

表

取
締
役

高
橋
正
佳

五
泉
市
赤
海
一
丁
目
一
一
〇
九
―
一

電
話
㈹
�
一
九
七
二
番

電
気
の
こ
と
な
ら
タ
カ
ハ
シ
デ
ン
キ

有限会社
髙
橋
電
気
商
会

代
表
取
締
役

髙

橋

和

信

五
泉
市
横
町
二
︱
八
︱
三
六　
　

電
話
（
工
事
部
）
四
二
｜
六
九
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ

四
二
｜
〇
〇
七
〇

㈳
新
潟
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
会
員

新
潟
県
知
事（
５
）第
四
四
四
三
号

中
央
不
動
産

　
　
　
　

宅
地
建
物
取
引
士
・
空
き
家
相
談
士

五
十
嵐

秀

雄

新
潟
県
五
泉
市
吉
沢
一
丁
目
六
―

二
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
二
五
〇
―

四
八
―

五
三
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
二
五
〇
―

四
八
―

五
三
一
三

〒
959
―

1824

　
　
　
　
　
　

㈱
椿
製
作
所

椿

邦
美

五
泉
市
本
町
四
丁
目
四
｜
二
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
五
〇
）
四
二
｜
二
〇
四
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
五
〇
）
四
三
｜
八
二
一
〇

－営業種目－
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
一般建築板金請負
職業訓練指導員免許
一級建築板金技能士

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

総
合
建
築
業
・
一
級
建
築
士
事
務
所
・
宅
地
建
物
取
引
業

有
限
会
社

塚
野
建
設

代
表
取
締
役

塚
野
健
司

五
泉
市
太
田
一
丁
目
一
一
｜
三
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ

四
三
｜
四
五
九
七

総
合
建
設
業

株
式
会
社

東
新
建
設

代
表
取
締
役

村

田

信

明

社　
　
　

長

取
締
役
専
務

村

田

幸

二

五
泉
市
四
ツ
屋
新
二
〇
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

�
五
〇
九
一
番

Ｆ
Ａ
Ｘ

�
一
八
四
一
番

総
合
建
設
業

宅
地
建
物
取
引
業

中
村
工
業
株
式
会
社

代

表

中
村

賢
一

取
締
役

五
泉
市
吉
沢
三
丁
目
二
―
十
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

�
二
五
六
一
番

Ｆ
Ａ
Ｘ

�
〇
五
二
五
番

石
油
機
器
技
術
管
理
士
の
店

ダ
イ
ニ
チ
サ
ー
ビ
ス
指
定
店

株
式
会
社
芳
賀
五
一
郎
商
店

五
泉
市
駅
前
一
丁
目
三
︱
三
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ

四
二
︱
二
一
九
一

修
理
屋

  

株
式
会
社

ナ
ミ
エ
測
量
事
務
所

　
　

代

表

早

川

典

樹

　
　

取
締
役

五
泉
市
船
越
一
一
二
二
番
地
二
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ

四
三
｜
五
三
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

四
三
｜
一
六
五
八

代
表
取
締
役

金
塚
紀
之

社　
　
　

長

五
泉
市
木
越
一
六
〇
〇
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
二
｜
五
一
〇
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
四
三
｜
三
八
四
八

〒
959
―

1834

デ
ン
カ
株
式
会
社

五
泉
事
業
所

常
務
執
行
役
員

五
泉
事
業
所
長

笹
川
幸
男

新
潟
工
場

五
泉
市
南
本
町
一
丁
目
二
｜
二

鏡
田
工
場

五
泉
市
木
越
字
鏡
田
一
三
五
九
｜
一

電

話
（
代
）
四
三
｜
四
一
一
一

株
式
会
社

樋
口
新
聞
舗

代
表
取
締
役

樋

口

滋

　
　
　
　
　

五
泉
市
駅
前
一
丁
目
五
番
二
十
二
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ

四
三
︱
一
一
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

四
三
︱
二
二
五
四

看
板  

ポ
ス
タ
ー
・
シ
ー
ル
一
枚
か
ら
製
作
で
き
ま
す

株
式
会
社
博
泉
堂

代
表
取
締
役

近
藤
吉
弘

五
泉
市
宮
町
五
番
二
十
八
号

電

話（
四
二
）三
四
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ（
四
三
）四
四
四
一

〒959-1872

㈲
ヒ
グ
チ
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

代
表
取
締
役

樋
口
智
和

五
泉
市
南
本
町
三
丁
目
二
番
二
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
五
〇
）
四
二
―
六
二
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
五
〇
）
四
二
―
二
〇
七
四

社
会
保
険
労
務
士

澤

田

篤

史

平
野
澤
田
社
労
士
事
務
所

労
働
保
険
事
務
組
合

葦
原
経
営
労
務
協
会

新
潟
市
秋
葉
区
山
谷
町
三
丁
目
二
三
番
十
五
号
Ｃ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
二
五
〇
｜
二
五
｜
二
三
三
一

株
式
会
社

๺
ୢ
ܭ
ը

代
表
取
締
役

岩

野

弘

本
社
／
〒
九
五
九
―

一
八
二
一

五
泉
市
赤
海
字
下
島
八
六
八
番
地
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
二
―
六
四
七
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
四
二
―
六
〇
〇
一

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

分
筆
・
建
物
登
記
・
測
量

土
地
家
屋
調
査
士

岩
野
弘
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
五
〇
―
四
二
―
六
一
二
二

建設コンサルタント
補償コンサルタント

測量

地域の発展技術で貢献
　
　

代
表
取
締
役

　
　

社　
　
　

長

橋
本
啓
太

五
泉
市
泉
町
二
丁
目
三
｜
二
二

http://w
w

w
.m

iyam
otoya-w

eb.com

株
式
会
社

　
　

株
式
会
社

丸
山

代
表
取
締
役

丸

山

友

子

五
泉
市
駅
前
一
丁
目
三
番
六
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ

四
二
―
三
九
六
八
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ

四
二
―
六
八
三
五

有
限
会
社

　
　
　
山
田
雅
史

シ
ュ
ー
ズ
＆
バ
ッ
グ

五
泉
市
本
町
二
丁
目
二
｜
三
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ

�
二
三
六
三

ワ
ー
ク
＆
カ
ジ
ュ
ア
ル

五
泉
市
吉
沢
一
丁
目
五
｜
十
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ

�
一
七
七
三

株
式
会
社

目
黒
建
設

代
表
取
締
役

目
黒

翔

新
潟
県
五
泉
市
大
蔵
二
七
七
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
五
〇
）四
七
―
二
四
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
五
〇
）四
七
―
二
一
三
二

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
泉
営
業
所

所

長

其
池
義
道

五
泉
市
中
川
新
五
〇
五
番
地
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ

四
七
−
一
〇
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

四
七
−
一
〇
一
八

五
泉
市
三
本
木
二
｜
一
｜
一
四

電
話

四
三
｜
一
二
〇
〇

http://w
w

w
.yam

ataka-rcm
.co.jp/

伊
藤

傑

୅

ද

औ
క
໾

安全、安心な街を創造する
水インフラマネージメントプランナー

山
隆
リ
コ
ム
株
式
会
社

横
山
建
設
株
式
会
社

新
潟
県
五
泉
市
太
田
一
丁
目
十
二
番
七
号

電
話（
〇
二
五
〇
）
四
二
｜
四
一
〇
一
番
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
五
〇
）
四
三
｜
三
二
二
四

横
山

昇

有
限
会
社

横
山
鉄
工
所

代

表

横
山
純
治

  

取
締
役工

場

五
泉
市
南
本
町
三
丁
目
七
番
五
三
号

電
話

代
表
四
三
︱
三
五
七
二
番

Ｆ
Ａ
Ｘ
四
三
︱
四
〇
七
六
番

株
式
会
社

吉
田
印
刷
所

代

表

吉
田
泰
造

取
締
役本　

　

社

五
泉
市
今
泉
九
四
七
｜
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

�
〇
一
四
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ

�
〇
一
四
四

今
泉
工
場

五
泉
市
今
泉
九
〇
二
｜
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

�
六
一
四
四
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ

�
二
九
一
八

和
気
珠
文
子

五
泉
市
宮
町
七
｜
二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
二
｜
四
〇
四
〇

か
な五泉市伊勢の川962-2

TEL 0250-42-2667

Chef pâtissier

渡 辺 　 修

株
式
会
社
嶺
山
館
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

齋
藤
弘
蔵

五
泉
市
赤
海
二
丁
目
二
番
二
六
−
七
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ

四
七
−
五
一
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

四
七
−
五
一
八
一

（順不同）

二
〇
二
六
年

紙
上
名
刺
交
換

（７）　令和８年（2026年）１月１日 五泉商工会議所ニュース No.692



地
方
自
治
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

左
右
す
る
総
合
計
画

前
回
の
コ
ラ
ム
「
ど
う
す
れ

ば
地
方
自
治
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
強
化
で
き
る
か
」
で
は
、
地

方
自
治
体
の
統
治
の
問
題
に
触

れ
、「
ガ
バ
メ
ン
ト
」
と
「
ガ

バ
ナ
ン
ス
」
の
違
い
に
触
れ

た
。
前
者
は
「
国
の
統
治
、
地

方
の
自
治
そ
の
も
の
を
意
味
す

る
」
と
し
、
後
者
は
「
国
の
統

治
、
地
方
自
治
を
担
う
関
係
者

が
そ
の
相
互
作
用
や
意
思
決
定

に
よ
り
、
社
会
規
範
や
制
度
を

形
成
し
、
強
化
し
て
、
再
構
成

し
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
」

と
し
た
。
し
か
し
、
長
年
に
わ

た
る
「
ガ
バ
メ
ン
ト
型
」
の
統

治
か
ら
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
型
」
に

移
行
す
る
に
は
、
中
長
期
の
視

点
と
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
企
業
の
中
長
期

経
営
計
画
に
当
た
る
、
10
年
先

を
見
据
え
た
行
政
運
営
の
最
上

位
計
画
で
あ
る
「
総
合
計
画
」

が
非
常
に
重
要
だ
。

地
方
自
治
体
の
総
合
計
画

［
注
１
］
と
は
、
行
政
運
営
の

最
上
位
計
画
で
あ
る
と
と
も

に
、
通
常
、
社
会
・
経
済
環
境

の
急
激
な
変
化
に
対
応
す
る
内

容
を
盛
り
込
ん
だ
計
画
で
あ

る
。
さ
ら
に
、住
民
や
事
業
者
、

行
政
が
将
来
の
施
策
目
標
を
共

有
し
、
具
体
的
な
行
動
指
針
を

示
す
役
割
を
持
つ
。
ま
さ
に
前

記
の
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
型
」
の
統

治
に
最
適
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
総
合
計
画
の
構
成
は
、
一

般
的
に
、
⑴
基
本
構
想
、
⑵
基

本
計
画
、
⑶
実
施
計
画
で
あ

る
。
そ
の
策
定
で
は
、
住
民
参

加
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や

説
明
会
を
通
じ
て
住
民
か
ら
多

様
な
意
見
を
収
集
し
、
そ
れ
を

草
案
に
反
映
す
る
。
ま
た
、
地

方
自
治
体
が
直
面
す
る
教
育
、

健
康
・
福
祉
、
防
災
な
ど
の
政

策
課
題
の
専
門
家
に
よ
る
諮
問

機
関
（
総
合
計
画
審
議
会
）
が

設
立
さ
れ
、
１
年
程
度
か
け
て

基
本
計
画
を
審
議
す
る
。
こ
れ

ら
の
よ
う
に
、
行
政
が
中
心
と

な
り
、
住
民
、
事
業
者
を
含
む

専
門
家
な
ど
多
様
な
当
事
者
が

参
加
し
て
、
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
、
今
後
10
年
と
い
う
長
期

の
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

く
過
程
は
、
中
長
期
の
「
ガ
バ

ナ
ン
ス
型
」
統
治
を
適
切
に
形

成
、
強
化
し
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
は
、
静
岡
県
袋
井
市
の

総
合
計
画
審
議
会
で
、
産
業
経

済
担
当
の
委
員
と
し
て
基
本
計

画
の
審
議
に
参
画
し
た
。
同
市

は
東
海
道
五
十
三
次
の
ち
ょ
う

ど
中
間
に
位
置
す
る
旧
宿
場
町

で

あ

る
。

審

議

会

は
、

２
０
２
４
年
６
月
か
ら
計
11
回

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。
審
議

の
仕
方
は
工
夫
が
施
さ
れ
、
袋

井
市
の
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
［
注

２
］
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
討
議
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
交
え
た
専

門
的
か
つ
集
中
的
な
審
議
な
ど

を
実
施
し
、
市
役
所
の
職
員
も

含
め
て
、
活
発
な
議
論
が
な
さ

れ
た
。
25
年
10
月
29
日
に
総
合

計
画
の
基
本
構
想
の
中
に
あ
る

「
ま
ち
の
将
来
像
『
に
ぎ
わ
い

ず
っ
と
続
く
ま
ち

ふ
く
ろ

い
』」
の
実
現
に
向
け
た
施
策

の
方
向
性
や
行
政
経
営
方
針
な

ど
を
定
め
る
基
本
計
画
を
取
り

ま
と
め
、
大
場
市
長
に
答
申
書

を
提
出
し
た
［
注
３
］。

同
市
の
総
合
計
画
の
内
容
を

見
る
と
、
基
本
構
想
は
前
記
の

「
ま
ち
の
将
来
像
」
と
三
つ
の

「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
」
か
ら

な
る
。
基
本
計
画
は
「
施
策
別

計
画
」「
基
盤
」
で
構
成
さ
れ

る
。「
施
策
別
計
画
」は
９
の「
政

策
」（「
こ
ど
も
家
庭
」「
教
育
」

「
健
康
・
福
祉
」「
都
市
・
環
境
」

「
建
設
保
全
」「
産
業
経
済
」「
文

化
・
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
」「
市

能
登
が
教
え
て
く
れ
る

持
続
的
情
報
発
信
の
大
切
さ

先
日
、
能
登
半
島
の
輪
島
市

を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。２
０
２
４

年
１
月
１
日
の
地
震
と
同
年
９

月
の
豪
雨
で
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
地
震
発
生
か
ら
も

う
す
ぐ
２
年
が
た
つ
と
い
う
の

に
、
金
沢
か
ら
能
登
に
向
か
う

自
動
車
道
「
の
と
里
山
海
道
」

は
、
ま
だ
ま
だ
工
事
箇
所
が
多

く
、
上
下
合
わ
せ
て
１
車
線
し

か
開
通
し
て
お
ら
ず
、
片
側
通

行
に
な
っ
て
い
る
場
所
が
い
く

つ
も
あ
り
ま
し
た
。

輪
島
市
内
に
入
っ
て
も
、
そ

こ
か
し
こ
に
傾
い
た
ま
ま
の
電

柱
が
目
に
付
き
、
崩
壊
の
危
険

が
あ
っ
て
も
手
を
付
け
ら
れ
ず

放
置
さ
れ
た
家
屋
も
多
数
見
ら

れ
ま
し
た
。
能
登
半
島
で
屈
指

の
観
光
地
だ
っ
た
輪
島
朝
市
が

開
か
れ
て
い
た
場
所
は
、
火
災

も
あ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
が
、
そ
の
一
帯
の
建
物
や

が
れ
き
は
全
て
撤
去
さ
れ
、
わ

ず
か
に
草
が
生
え
る
だ
け
の
更

地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
中
心

を
貫
く
道
の
脇
に
数
本
残
さ
れ

た
街
灯
に
往
時
の
面
影
が
少
し

残
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
改
め

日 商日 商

民
生
活
」「
危
機
管
理
」）、
24

の
「
取
組
」、78
の
「
基
本
方
針
」

で
成
り
立
っ
て
い
る
。
中
長
期

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
で
鍵
と
な

る
の
が
「
基
盤
」、つ
ま
り
「
行

政
経
営
方
針
」
で
あ
る
。「
多

様
な
主
体
と
共
に
創
る

持
続

可
能
な
行
政
経
営
」
を
行
政
経

営
の
基
本
理
念
に
据
え
、
今
後

の
社
会
・
経
済
環
境
の
急
激
な

変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
「
経

営
資
源
の
強
化
・
最
適
化
」「
変

化
に
挑
む
行
政
経
営
」
の
二
つ

の
視
点
か
ら
行
政
改
革
を
進
め

る
方
針
を
示
し
て
い
る
。

総
合
計
画
の
中
に
「
基
盤
」

改
革
＝
行
政
改
革
が
埋
め
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
で
、
施
策
を
実

施
す
る
上
で
中
長
期
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
強
化
の
有
効
性
を
高
め
て

い
く
姿
勢
は
評
価
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

（
２
０
２
５
年
11
月
20
日
執
筆
）

［
注
１
］
さ
か
の
ぼ
れ
ば

１
９
６
９
年
地
方
自
治
法
改
正

以
来
、
大
部
分
の
市
町
村
が
策

定
。
２
０
１
１
年
５
月
の
同
法

改
正
を
受
け
て
法
律
上
、
策
定

す
る
義
務
は
な
く
な
っ
た
が
、

そ
れ
以
降
も
自
主
的
に
多
く
の

地
方
自
治
体
が
策
定
。

［
注
２
］
一
般
的
に
は
企
業
の

内
部
環
境
と
外
部
環
境
を
Ｓ
ｔ

ｒ
ｅ
ｎ
ｇ
ｔ
ｈ
＝
「
強
み
」、

Ｗ
ｅ
ａ
ｋ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
＝
「
弱

み
」、
Ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｕ
ｎ
ｉ

ｔ
ｙ
＝
「
機
会
」、
Ｔ
ｈ
ｒ
ｅ

ａ
ｔ
＝
「
脅
威
」
の
四
つ
の
要

素
で
分
析
す
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
。
袋
井
市
で
は
10
年
後
を
見

据
え
て
同
分
析
を
グ
ル
ー
プ
討

議
で
実
施
し
、
そ
の
後
全
体
討

議
で
グ
ル
ー
プ
別
に
発
表
。

［
注
３
］
袋
井
市
総
合
計
画
「
基

本
計
画
」
答
申
（https://www.

city.fukuroi.shizuoka.jp/
m
aterial/files/group/135/
yarama436.pdf

）

株
式
会
社
大
和
総
研

金
融
調
査
部

主
席
研
究
員

内
野

逸
勢

て
最
新
の
建
築
基
準
で
区
画
割

り
を
引
き
直
し
、
よ
う
や
く
再

興
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
を
切
ろ

う
と
し
て
い
る
段
階
で
す
。

輪
島
市
郊
外
の
景
勝
地
で
、

世
界
農
業
遺
産
「
能
登
の
里
山

里
海
」
の
象
徴
で
も
あ
る
白
米

千
枚
田
は
地
震
に
よ
る
地
滑
り

や
豪
雨
の
影
響
が
深
く
残
り
、

よ
う
や
く
一
部
が
再
生
さ
れ
て

利
用
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
１
０
０
４
枚
の
水
田
の
う

ち
再
生
さ
れ
た
の
は
２
５
０
枚

程
度
と
の
こ
と
で
し
た
。

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
実
際
に

足
を
運
ん
で
み
る
ま
で
、
そ
の

甚
大
な
被
害
の
状
況
と
復
興
に

ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
実
情

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ニ
ュ

ー
ス
な
ど
で
情
報
発
信
を
す
る

の
は
主
に
メ
デ
ィ
ア
の
仕
事
で

す
が
、
発
生
か
ら
時
間
が
た
っ

た
被
災
地
を
報
道
で
取
り
上
げ

る
と
き
に
は
、
ど
う
し
て
も
復

興
に
向
け
て
前
向
き
に
動
き
出

し
た
部
分
に
注
目
し
て
伝
え
よ

う
と
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
報

じ
ら
れ
る
情
報
は
、
結
果
と
し

て
良
い
動
き
の
部
分
だ
け
が
切

り
取
ら
れ
、
と
も
す
れ
ば
明
る

い
話
題
ば
か
り
が
伝
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

以
前
メ
デ
ィ
ア
に
い
た
人
間
と

し
て
自
戒
を
込
め
て
言
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
事
情
を
踏
ま
え

て
、
被
災
地
か
ら
発
信
さ
れ
る

情
報
に
つ
い
て
は
受
け
取
る
側

が
感
度
を
高
め
、
聞
こ
え
て
く

る
ニ
ュ
ー
ス
の
背
後
に
あ
る
実

態
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
の

気
持
ち
に
思
い
を
は
せ
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
能
登
の

事
例
は
、
あ
ふ
れ
る
情
報
に
囲

ま
れ
て
私
た
ち
が
日
々
情
報
を

消
費
し
て
い
る
こ
と
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
代
の

暮
ら
し
で
は
避
け
て
通
れ
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
逆
に
、

情
報
を
発
信
す
る
立
場
に
な
っ

て
考
え
る
と
、
ど
ん
な
小
さ
な

こ
と
で
も
持
続
的
に
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

私
事
で
す
が
、
今
回
、
輪
島

を
訪
問
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
輪
島
塗
の
箸
を
家
族
の
分

も
含
め
、
新
し
く
購
入
し
ま
し

た
。
実
は
そ
れ
ま
で
も
輪
島
塗

の
箸
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、

改
め
て
日
常
の
中
で
、
能
登
の

こ
と
を
意
識
す
る
た
め
で
す
。

こ
れ
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
観

点
で
い
え
ば
、
生
産
地
を
応
援

し
た
い
と
い
う
エ
シ
カ
ル
な
消

費
行
動
で
も
あ
り
ま
す
し
、
モ

ノ
を
通
じ
た
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
（
絆
）
づ
く
り
と
し
て
、
地

域
発
の
製
品
自
体
が
情
報
発
信

に
一
役
買
っ
て
い
る
例
だ
と
も

い
え
ま
す
。

現
実
を
見
れ
ば
、
能
登
が
普

通
の
生
活
環
境
を
取
り
戻
す
だ

け
で
も
ま
だ
何
年
も
か
か
る
と

感
じ
ま
す
。
そ
の
間
、
一
人
の

消
費
者
と
し
て
も
持
続
的
に
応

援
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
／

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

渡
辺

和
博
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有限会社　武藤清掃工業
一般廃棄物・産業廃棄物・特別管理産業廃棄物（感染性廃棄物）

収集運搬はおまかせ下さい １月５日より営業致します

文具・事務用品・オフィス家具・OA機器

五十嵐吉平商店有限
会社

五泉市本町２丁目１番４号

TEL 42 2457・FAX421105



会
長
あ
い
さ
つ

昨
年
の
活
動
状
況

昨
年
の
活
動
状
況

会
長
あ
い
さ
つ 目黒　翔

㈱目黒建設
辻川　明美

㈱さくら人事
労務サポート 五泉オフィス

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、

女
性
会
の
活
動
に
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
自
然
災
害
や
物

価
高
騰
な
ど
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
影
響
す
る
ニ
ュ
ー
ス

が
多
い
年
で
し
た
。

一
方
で
、
女
性
総
理
の
誕

生
に
よ
り
、
女
性
の
活
躍
に

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
素
よ
り
青

年
部
の
活
動
に
温
か
い
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
物
価
の
上
昇
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
高
騰

な
ど
、
依
然
と
し
て
先
行
き

の
見
通
し
が
難
し
い
一
年
で

し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、

地
域
消
費
の
回
復
の
兆
し
や

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
芽

生
え
な
ど
、
明
る
い
変
化
も

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
不
透
明
な
環
境
だ
か
ら
こ

そ
、
若
い
世
代
が
柔
軟
な
発

想
で
地
域
を
支
え
る
こ
と
の

重
要
性
を
強
く
実
感
し
て
い

ま
す
。

青
年
部
で
は
、
地
域
の
将

来
を
担
う
立
場
と
し
て
、
昨

年
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

出
会
い
の
機
会
を
創
出
す
る

婚
活
事
業
の
開
催
、
経
営
者

と
し
て
の
学
び
を
深
め
る
経

営
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
な
ど
、

地
域
の
課
題
解
決
や
会
員
の

▼
粟
島
公
園
清
掃

４
月
６
日
㈰
桜
の
お
花
見

の
時
期
に
粟
島
公
園
の
清
掃

を
行
っ
た
。

▼
講
演
会
並
び
に
通
常
会
員

総
会５

月
21
日
㈬
ガ
ー
デ
ン
ホ

テ
ル
マ
リ
エ
ー
ル
に
お
い
て

「
プ
ロ
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

か
ら
学
ぶ
！
自
身
の
声
の
良

さ
を
活
か
す
方
法
」
を
テ
ー

マ
に
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

Ｋ
ｕ
ｍ
ｙ
ｅ
ｓ
（
ク
ミ
ー
エ

ス
）
氏
の
講
演
会
を
開
催
。

引
き
続
き
通
常
会
員
総
会
を

開
催
し
、
会
長
に
辻
川
明
美

氏
が
選
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

田
邊
市
長
、
伊
藤
敏
夫
会
頭

他
の
ご
来
賓
を
迎
え
懇
親
会

を
開
催
し
た
。

▼
笹
団
子
・
ち
ま
き
づ
く
り

体
験
講
座

６
月
３
日
㈫
笹
団
子
づ
く

り
、
11
月
13
日
㈭
ち
ま
き
づ

く
り
を
粟
島
ふ
れ
あ
い
会
館

に
て
副
会
長
の
浅
井
ひ
と
み

氏
を
講
師
に
行
っ
た
。

▼
視
察
研
修
会

６
月
19
日
㈭
福
島
県
い
わ

き
市
「
い
わ
き
震
災
伝
承
み

ら
い
館
」、
い
わ
き
市
観
光
・

成
長
に
つ
な
が
る
活
動
を
展

開
し
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら

励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
に

控
え
る
県
連
会
長
輩
出
に
向

け
た
準
備
も
着
実
に
進
め
て

お
り
、
青
年
部
と
し
て
の
責

任
と
期
待
を
改
め
て
感
じ
て

お
り
ま
す
。

本
年
も
、
地
域
に
活
力
を

生
み
出
す
原
動
力
と
な
れ
る

よ
う
、
挑
戦
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。
変
化
に
強
い
組
織

づ
く
り
と
、
地
域
の
未
来
を

見
据
え
た
事
業
の
推
進
に
取

り
組
み
、
若
い
力
で
地
域
を

さ
ら
に
元
気
に
し
て
い
く
所

存
で
す
。

つ
い
て
も
、
改
め
て
注
目
が

集
ま
っ
た
年
と
な
り
ま
し

た
。昨

年
の
女
性
会
の
活
動

は
、
例
年
の
粟
島
公
園
の
清

掃
か
ら
始
ま
り
、
ボ
イ
ス
ト

レ
ー
ナ
ー
講
習
や
、
笹
団
子

や
ち
ま
き
作
り
体
験
講
座
、

い
わ
き
震
災
伝
承
み
ら
い
館

視
察
旅
行
、
新
潟
県
内
女
性

会
交
流
会
な
ど
、
活
気
あ
る

活
動
を
進
め
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
会
員

の
皆
さ
ま
、
地
域
の
皆
様
の

お
力
添
え
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
全
国
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
の
全
国
大
会

が
、
令
和
７
年
10
月
10
日
、

東
京
都
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
で
開
催
さ
れ
、
五
泉
商

工
会
議
所
女
性
会
か
ら
７
名

で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

富
山
県
・
和
歌
山
県
・
神

奈
川
県
な
ど
他
県
の
方
々
と

の
交
流
の
中
で
、
活
動
に
対

す
る
熱
い
思
い
や
、
積
極
的

な
取
組
み
の
ヒ
ン
ト
等
、
情

報
交
流
を
通
じ
て
、
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

本
年
も
、
会
員
の
皆
様
と

共
に
学
習
会
や
交
流
事
業
な

ど
、
女
性
会
な
ら
で
は
の
活

動
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
五
泉
商
工

会
議
所
女
性
会
創
立
20
周
年

の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま

す
。五

泉
市
内
外
か
ら
、
お
客

様
を
お
招
き
し
、
お
も
て
な

し
す
る
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
す
が
、
明
る
さ
と
柔

軟
な
発
想
力
で
、
会
員
、
力

を
合
わ
せ
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

物
産
の
発
信
基
地
「
い
わ

き
・
ら
・
ら
・
ミ
ュ
ウ
」

を
見
学
し
た
。

▼
新
潟
県
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
研
修
会

９
月
19
日
㈮
長
岡
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
。
講

師
は
山
浦
法
律
事
務
所
代

表

山
浦
善
樹
氏
で
「
日

本
の
女
性
差
別
、
ど
う
す

る
？
～
法
律
は
人
を
幸
せ

に
す
る
道
具
～
」
と
題
し

て
講
演
会
を
開
催
。
そ
の

後
、
県
内
各
女
性
会
と
の

交
流
を
深
め
た
。

▼
全
国
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会
東
京
全
国
大
会

10
月
10
日
㈮
全
国
大
会

が
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
（
東
京
）
に
て
開
催
さ

れ
、
全
国
２
８
４
女
性
会

か
ら
約
１
３
６
０
人
が
参

加
し
た
。

●
決
算
書
の
見
方
セ
ミ
ナ
ー

９
月
18
日
、
当
会
Ｏ
Ｂ
で

あ
る
辰
喜
太
輔
氏
（
辰
喜
税

理
士
事
務
所
）
を
講
師
に
迎

え
、「
決
算
書
の
見
方
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
決
算

書
の
基
本
的
な
読
み
方
に
加

え
、
経
営
判
断
や
価
格
戦
略

な
ど
、
経
営
に
活
か
す
た
め

の
手
法
に
つ
い
て
も
学
ん

だ
。

●
五
泉
市
へ
ポ
ケ
ッ
ト
チ
ー

フ
寄
贈

７
月
２
日
、
シ
ル
ク
製
ポ

ケ
ッ
ト
チ
ー
フ
約
１
０
０
枚

を
五
泉
市
へ
寄
贈
し
た
。
こ

れ
は
令
和
６
年
北
陸
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
の
記
念
品
と
し

て
、
㈱
横
正
機
業
場
が
作
成

し
た
も
の
。
寄
贈
品
は
市
議

結
び
に
、
皆
さ
ま
に
と
っ

て
本
年
が
希
望
と
飛
躍
の
一

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

会
議
員
や
課
長
職
の
皆
さ
ま

に
配
布
さ
れ
、
五
泉
産
シ
ル

ク
の
Ｐ
Ｒ
に
役
立
て
ら
れ

る
。

●
五
泉
縁
結
び
コ
ン

11
月
８
日
、
五
泉
市
の
人

口
増
加
を
目
的
と
し
て
「
五

泉
縁
結
び
コ
ン
」
を
開
催
し

た
。
会
場
は
新
潟
市
の
「
ビ

ス
ト
ロ
椿
」
で
、
男
女
各
13

名
が
参
加
し
、
当
日
は
３
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
。

五
泉
商
工
会
議
所
青
年
部
会

五
泉
商
工
会
議
所
女
性
会

ボイストレーナーによる講演会視察研修会

（９）　令和８年（2026年）１月１日 五泉商工会議所ニュース No.692
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学生割引
あり！
学生割引
あり！

男性の
ヒゲもＯＫ！
男性の
ヒゲもＯＫ！

カウンセリング
無料！
カウンセリング
無料！

THR方式脱毛で、やるほど実感THR方式脱毛で、やるほど実感

ご相談は
　 お気軽に

五泉市本町3-3-13
TEL42-2430 水曜・日曜定休

謹 賀 新 年
五中・北中 学生服
初売りは１月５日㈪～

（制服の受付は1月31日㈯まで）
試着・予約会
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子供の健やかな成長を願う「こやすくん」は、粟島公園の地蔵様の
キャラクターです

五泉商工会議所女性会所属五泉商工会議所女性会所属

紅葉マラソン
2025

今
年
も
よ
ろ
し
く
な
む
〜



確
定
申
告
に
は
、

ご
自
身
の
ス
マ
ホ
・

パ
ソ
コ
ン
か
ら
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利

用
す
る
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ

が
便
利
で
す
。

確
定
申
告
会
場
に

出
向
か
ず
に
ご
自
宅

か
ら
確
定
申
告
が
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
と
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
を
連
携

（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
）
す
る

と
、
確
定
申
告
書
の
該
当
項
目

が
自
動
入
力
さ
れ
る
た
め
、
医

療
費
通
知
情
報
や
寄
附
金
受
領

証
明
書
な
ど
を
１
件
ず
つ
入
力

す
る
必
要
が
な
く
、
書
類
の
提

出
保
存
も
不
要
と
な
り
便
利
で

す
。ま

た
、
給
与
所
得
や
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
も
自

動
入
力
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を
ご

利
用
に
な
る
に
は
事
前
準
備
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早

五
泉
商
工
会
議
所
で
は
採
血

に
よ
る
「
が
ん
予
防
検
診
・
甲

状
腺
検
査
」
を
次
の
日
程
で
実

施
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時

２
月
26
日
㈭

受
付

時
間
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
会
場

五
泉
商
工
会
議
所
（
赤

海
８
４
５
番
地
１
）

▽
実
施
機
関

一
般
財
団
法
人

新
潟
県
け
ん
こ
う
財
団

▽
検
査
内
容
（
金
額
は
全
て
税

込
）

〇
Ａ
コ
ー
ス

男
性
が
ん
検
査

セ
ッ
ト
（
大
腸
、胆
道
、肝
細
胞
、

膵
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
等
）

９
５
７
０
円

〇
Ｂ
コ
ー
ス

女
性
が
ん
検
査

セ
ッ
ト
（
大
腸
、胆
道
、肝
細
胞
、

膵
が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
、

卵
巣
が
ん
等
）
１
万
２
１
０
０

円〇
Ｃ
コ
ー
ス

消
化
器
系
の
が

ん
検
査
（
膵
臓
が
ん
、
胆
道
が

ん
等
）
２
４
２
０
円

〇
Ｄ
コ
ー
ス

肝
細
胞
が
ん
検

査

２
２
０
０
円

〇
Ｅ
コ
ー
ス

乳
が
ん
・
卵
巣

が
ん
検
査

５
２
８
０
円

〇
Ｆ
コ
ー
ス

前
立
腺
が
ん
検

査
（
男
性
の
み
）
２
７
５
０
円

〇
Ｇ
コ
ー
ス

胃
が
ん
リ
ス
ク

検
査
（
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
・
ピ
ロ

リ
菌
抗
体
検
査
）
３
３
０
０
円

〇
Ｈ
コ
ー
ス

心
臓
機
能
検
査

２
２
０
０
円

〇
Ｉ
コ
ー
ス

甲
状
腺
検
査

４
４
０
０
円

※
１
人
２
コ
ー
ス
以
上
選
ん
で

お
申
込
み
下
さ
い
。
Ａ
及
び
Ｂ

の
検
査
セ
ッ
ト
は
１
コ
ー
ス
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
会
員
事
業

所
及
び
従
業
員
の
方
は
、
検
査

料
金
の
合
計
よ
り
会
員
割
引
と

し
て
１
事
業
所
１
０
０
０
円
引

き
、
更
に
ぼ
た
ん
共
済
加
入
者

は
各
人
に
つ
き
１
０
０
０
円
引

き
で
す
。

▽
検
査
方
法

当
日
採
血
に
よ

商工会議所の定例相談日� 会場：五泉商工会議所（赤海845番地1）

５機関連携相談会 １月８日㈭ 午前10時〜正午 要事前
連　絡 事業承継個別相談会 １月22日㈭ 午前10時〜正午 要事前

連　絡

年金・社会保険・
労 務 相 談 会 １月13日㈫ 午前10時〜午後３時 要事前

連　絡 知的財産個別相談会 ２月24日㈫ 午後１時〜４時 要事前
連　絡

日本政策金融公庫
国 民 生 活 事 業 １月14日㈬ 午前10時〜正午 要事前

連　絡 弁護士個別相談会 ２月25日㈬ 午後１時30分〜４時 要事前
連　絡

る
検
査
を
し
、
後
日
結
果
を
送

付
し
ま
す
。
食
事
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
朝
食
・
昼
食
を
お

と
り
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
▽
申
込
締
切

検
診
料

を
添
え
て
１
月
23
日
㈮
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
後
日
、

受
診
票
を
送
付
い
た
し
ま
す
の

で
、
検
査
当
日
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

※
検
診
受
診
中
は
、
マ
ス
ク
を

着
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

五
泉
商

工
会
議
所
（
電
話
４
３
︱

５
５
５
１
）
ま
で

Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
セ
ミ
ナ
ー
映
像
を
視

聴
す
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
経

営
情
報
が
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
当
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://www.gosencci.or.jp

）
よ

り
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
下
記
Ｑ
Ｒ
よ
り

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

▽
特
徴

①
24
時
間
い
つ
で
も
受
講
で
き

ま
す

②
会
社
・
自
宅
・
出
先
ど
こ
で

も
Ｏ
Ｋ

③
好
き
な
だ
け
気
に
な
る
セ
ミ

ナ
ー
を
自
由
に
選
べ
ま
す

▽
こ
ん
な
方
に
最
適
で
す

・
セ
ミ
ナ
ー
は
受
講
し
た
い
け

ど
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
…
24

時
間
い
つ
で
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

・
継
続
的
に
社
員
研
修
を
行
い

た
い
…
勉
強
会
（
社
内
研
修
）

な
ど
に
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す

・
受
講
し
た
い
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
し
て
い
な
い
…
７
０
０
本
以

上
の
豊
富
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
か

ら
自
由
に
選
べ
ま
す

※
視
聴
に
は
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
が
必
要
で
す
。
会
員
の
方
で

不
明
な
方
は
当
所
ま
で
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ

五
泉
商
工
会
議
所

（
電
話
４
３
︱
５
５
５
１
）
ま
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

経
営
サ
ポ
ー
ト

Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー

が
ん
予
防
検
診
・

甲
状
腺
検
査
の
お
知
ら
せ

会
員
事
業
所

め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
連
携
を
使
っ
た
ｅ
︱
Ｔ

ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ

【
確
定
申
告
な
ど
に
関
す
る
お
問

合
せ
】

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

www.keisan.nta.
go.jp/kyoutu/ky/
sm/top#bsctrl

）

【
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
の

操
作
な
ど
に
関
す
る
お
問
合
せ
】

ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
（
電
話

０
５
７
０
︱
０
１
︱
５
９
０
１
）

確定申告はぜひｅ－Ｔａｘで

information
〇
体
調
不
良
（
発
熱
・
倦
怠
感
な
ど
）
の
方
は
、
来
場
を
ご
遠
慮
下
さ
い
。

〇
こ
ま
め
な
手
指
の
消
毒
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
遵
守
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
６
新
年
会
員
の
つ
ど
い

▽
日

時

１
月
16
日
㈮

・
受
付
開
始
（
午
後
３
時
30
分
よ
り
）

・
新
春
講
演
会
（
午
後
４
時
よ
り
）

ủ
ਓ
ੜ
̍
̌
̌
೥
࣌
୅
Λ
ੜ
͖
ൈ
͘
ͨ
Ί
ͷ
ỏ

ม
Խ
Λ
ָ
͠
Έ
ͳ
͕
Β
ਓ
ੜ
Λ
੾
Γ
։
͘

લ
޲
͖
Ϛ
Π
ϯ
υ
Ứ

ى
ۀ
Ո
λ
Ϩ
ϯ
τ

ࠓ
Ҫ

ඒ
ึ
ࢯ

・
祝
賀
会
・
お
楽
し
み
抽
選
会
（
午
後
５
時
１０
分
よ
り
）

・
閉
会
（
午
後
７
時
）

▽
会

場

ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル

マ
リ
エ
ー
ル

▽
参
加
費

１
名
５
０
０
０
円
（
祝
賀
会
）

※
当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、参
加
費
の
ご
負
担
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
申
込
み

申
込
用
紙（
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
至
急
お
申
込
み
下
さ
い
。

◆ １月５日㈪から２月13 日㈮までは電話による事前予約が必要です。
◆ 令和７年１月以降、確定申告書等の控えに収受印の押なつは行いません。
◆ 確定申告期間中の譲渡所得及び贈与税の申告相談は月、水、金曜日に実施
　 いたします（祝日の２月23 日（月）は除く）

新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ新津税務署から確定申告のお知らせ
所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を次のとおり開設いたします

確定申告会場での相談は、国税庁LINE公式アカウントに
よるオンライン事前予約をお願いします。
入場整理券配布時間：午前8時30分から午後4時
※事前予約がない方の入場整理券は、配付枚数がなくなり次第
　終了いたします。

2月
3月

16日㈪、18日㈬、20日㈮、25日㈬、27日㈮
2日㈪、4日㈬、6日㈮、9日㈪、11日㈬、13日㈮、16日㈪

当日
配布

事前
予約

秋葉区役所６階会議室（新潟市秋葉区程島2009）
2月16日㈪から3月16日㈪まで（土、日及び祝日を除きます）

会場
期間
上記期間は、新津税務署庁舎では、申告相談を行っておりません。譲渡所得及び贈与
税の申告相談については、下記の相談日において、申告相談を受け付けております。

国税庁LINE
公式アカウント

相談所コーナー

り
し
ま
す
。

▽
加
入
条
件

商
工
会
議
所
の

会
員
で
あ
る
こ
と
。

▽
概
要

賠
償
責
任
（
生
産
物
、

リ
コ
ー
ル
、
情
報
漏
え
い
、
サ

イ
バ
ー
、
施
設
、
事
業
活
動
遂

行
等
）
リ
ス
ク
の
補
償
、
事
業

休
業
の
補
償
、
財
産
・
工
事
に

関
わ
る
補
償
を
一
本
化
し
て
加

入
で
き
ま
す
。「
補
償
内
容
の
重

商
工
会
議
所
の
団
体

保
険
制
度
は
全
国
商
工

会
議
所
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
に
よ
り
、
低
廉

な
保
険
料
で
ご
加
入
い

た
だ
け
ま
す
。「
全
国
商

工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
総

合
保
険
」
は
事
業
者
を

取
り
巻
く
様
々
な
事
業

活
動
リ
ス
ク
か
ら
お
守

複
や
漏
れ
が
な
い
か
心
配
」「
ど

の
保
険
に
入
っ
た
ら
い
い
か
わ

か
ら
な
い
」「
保
険
ご
と
の
契
約

手
続
き
が
面
倒
」
等
の
保
険
に

関
す
る
不
安
や
疑
問
を
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
補
償
の
範
囲

【
賠
償
責
任
】
生
産
物
、
リ
コ
ー

ル
、
情
報
漏
え
い
、
サ
イ
バ
ー
、

施
設
、
事
業
活
動
遂
行
、
受
託

物【事
業
休
業
】
火
災
、
落
雷
、
爆

発
、
食
中
毒
、
風
災
、
水
災
、

雪
災
な
ど

【
財
産
】
建
物
、
屋
外
設
備
・
装

置
、
設
備
・
什
器
等
、
商
品
・

製
品
等

【
工
事
】
建
設
工
事
、組
立
工
事
、

土
木
工
事

▽
特
徴

①
補
償
の
一
本
化
が
可
能
…
会

員
事
業
者
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク

事
業
活
動
リ
ス
ク
を
補
償
〜
会
員
の
み
加
入
で
き
ま
す
〜

に
対
す
る
補
償
の
モ
レ
・
ダ
ブ

リ
を
解
消
し
、
一
本
化
し
て
加

入
可
能

②
賠
償
責
任
リ
ス
ク
を
総
合
的

に
補
償
…
賠
償
責
任
（
生
産
物
、

リ
コ
ー
ル
、
情
報
漏
え
い
、
サ

イ
バ
ー
、施
設
、事
業
活
動
遂
行
、

管
理
下
財
物
）
の
リ
ス
ク
を
総

合
的
に
補
償

③
災
害
に
よ
る
休
業
時
の
資
金

確
保
が
可
能
…
災
害
（
火
災
、

風
災
、
水
災
、
雪
災
等
）
に
よ

る
事
業
休
業
を
補
償

※
そ
の
他
詳
細
は
五
泉
商
工
会

議
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://www.
ishigakiservice.jp/business

）

で

も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

五
泉
商

工
会
議
所
（
電

話

４

３

︱

５
５
５
１
）
ま

で
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ごせん生活応援商品券

商品券の取扱店募集！

物価高騰
市民生活

応援！
１月上旬から、商品券の取扱店を募集いたします。
詳細については１月９日㈮発行の「広報ごせん」に折込のチラシをご確認ください。

商品券
※五泉市民全員に４月頃配布予定。

を活用しております。

本事業は国の

物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金



俳句
初
詣
で
石
階
段
を
登
り
き
り　
　
　
　
　
　

佐
藤

み
ち

簿
記
検
定
試
験
案
内

▼
元
議
員

か
た
ぎ
り
美
容
室

駅
前
２

片
桐
千
惠
子
殿
（
享

年
77
歳
）
12
月
３
日
逝
去
。

片
桐
氏
は
平
成
22
年
か
ら
令

和
７
年
10
月
ま
で
当
所
議
員
を

務
め
ら
れ
、
永
年
に
わ
た
り
五

泉
商
工
会
議
所
の
事
業
運
営
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

生
前
の
ご
功
労
を
称
え
謹
ん

で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

五
泉
商
工
会
議
所
で
は
簿
記

検
定
試
験
の
申
し
込
み
を
受
付

け
て
い
る
。

【
第
１
７
２
回
簿
記
検
定
試
験

２
～
３
級
】

▽
試
験
日

２
月
22
日
㈰

▽
会
場

五
泉
商
工
会
議
所

▽
受
付

１
月
６
日
㈫
～
１
月

26
日
㈪

▽
受
験
料

２
級
５
５
０
０
円

３
級
３
３
０
０
円

【
申
込
み
】
五
泉
商
工
会
議
所

（
電
話
４
３
︱
５
５
５
１
）
ま

で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

五
泉
商
工
会
議
所
で
は
12
月

７
日
、
ラ
ポ
ル
テ
五
泉
多
目
的

ホ
ー
ル
に
て
、
ま
ち
な
か
賑
わ

い
創
造
事
業
「
第
24
弾

石
田

社
長
＆
保
科
有
里
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。

夢
グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｍ
で
お
な

じ
み
の
石
田
社
長
と
保
科
有
里

氏
は
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
を
含
む
数

曲
を
披
露
。
幕
間
で
は
、
独
特

な
Ｃ
Ｍ
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
た

経
緯
な
ど
の
裏
話
を
語
り
、
会

場
を
笑
い
の
渦
に
包
ん
だ
。
当

日
は
Ｃ
Ｄ
の
販
売
も
行
わ
れ
、

「
社
長
、安
く
し
て
～
」「
半
額
に

し
ま
す
～
」
と
、
Ｃ
Ｍ
さ
な
が

ら
の
や
り
取
り
が
飛
び

出
す
場
面
も
あ
っ
た
。

ゲ
ス
ト
に
は
、
元
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

宮
本
隆
治
氏
と
、
五
泉

市
出
身
の
歌
手
・
な
お

み
あ
き
氏
が
登
場
し
、

「
雨
上
が
り
の
ビ
ギ

ン
」
な
ど
を
デ
ュ
エ
ッ

ト
で
披
露
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後

に
は
、
９
月
に
逝
去
し

た
夢
グ
ル
ー
プ
所
属
の

橋
幸
夫
氏
を
偲
び
、
出

演
者
４
人
に
よ
る
「
い

つ
で
も
夢
を
」
の
合
唱

で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

五
泉
商
業
協
同
組
合
で
は
、

１
月
10
日
㈯
ま
で
「
年
末
年
始

大
売
出
し
」を
開
催
し
て
い
る
。

期
間
中
、
参
加
店
で
お
買
い

物
を
す
る
と
、
５
０
０
円
ご
と

に
ス
タ
ン
プ
を
１
つ
進
呈
。
ス

タ
ン
プ
を
10
個
集
め
る
と
、
ガ

ラ
ポ
ン
抽
選
に
１
回
挑
戦
で
き

る
。今

年
の
景
品
に
は
、
新
之
助

10
ｋｇ
や
こ
し
ひ
か
り
５
ｋｇ
な

ど
、
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
賞
品

が
多
数
用
意
さ
れ
て
い
る
。

▽
抽
選
日

１
月
10
㈯
・
11
日

㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
抽
選
会
場

ま
ち
の
駅
は
～

と
ふ
る
五
泉
館
内
（
本
町
２
）

▽
問
合
せ

五
泉
商
業
協
同
組

合
（
電
話
４
２
︱
５
４
５
１
）

生
活
必
需
品
を

ゲ
ッ
ト
し
よ
う

年
末
年
始
大
売
出
し

仙
台
で

ニ
ッ
ト
製
品
発
表
会

五
泉
ニ
ッ
ト
工
業
協
同
組
合

ラ
ポ
ル
テ
五
泉
は

２
月
15
日
㈰
10
時
30

分
～
15
時
30
分
に
、

「
冬
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
＆
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
＆
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開

催
す
る
。

季
節
ご
と
に
開
か

れ
て
い
る
人
気
イ
ベ

ン
ト
で
、
ハ
ン
ド
メ

阿
賀
野
川
ラ
イ
ン
観
光
協
会

は
、
12
月
６
日
に
Ｓ
Ｌ
ば
ん
え

つ
物
語
の
車
内
イ
ベ
ン
ト
お
よ

び
お
出
迎
え
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
。

Ｓ
Ｌ
ば
ん
え
つ
物
語
の
車
内

で
は
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
咲
花

温
泉
利
用
券
や
地
域
の
特
産
品

な
ど
、
豪
華
景
品
が
乗
客
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。
ま
た
、
五

泉
駅
と
咲
花
駅
で
は
、
田
邊
市

長
を
は
じ
め
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
、
咲

花
温
泉
旅
館
の
方
々
、
そ
し
て

五
泉
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

Ｓ
Ｌ
イ
ベ
ン
ト
に

家
族
連
れ
多
数

Ｓ
Ｌ
ば
ん
え
つ
物
語

タ
ー
い
ず
み
ち
ゃ
ん
な
ど
が
乗

客
を
出
迎
え
た
。

当
日
は
多
く
の
方
が
Ｓ
Ｌ
に

乗
車
し
た
ほ
か
、
車
両
を
一
目

見
よ
う
と
駅
周
辺
に
は
大
勢
の

見
物
客
が
集
ま
っ
た
。

五
泉
ニ
ッ
ト
工
業
協
同
組
合

は
12
月
２
日
か
ら
６
日
、
宮
城

県
仙
台
市
の
東
北
電
力
グ
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ
・
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
で

五
泉
ニ
ッ
ト
製
品
発
表
会
を
開

催
し
た
。

会
場
に
は
多
様
な
ニ
ッ
ト
製
品

が
並
び
、
冬
を
控
え
た
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。
五
泉

産
ニ
ッ
ト
製
品
の
販
売
に
加
え

て
、
五
泉
市
の
観
光
資
源
を
紹

介
す
る
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
も
設
け
ら

れ
、
地
域
の
魅
力
発
信
の
場
と

五
泉
織
物
工
業

協
同
組
合
は
12
月

11
日
、
日
本
三
大

白
生
地
産
地
と
し

て
知
ら
れ
る
五
泉

市
の
魅
力
を
広
く

発
信
し
よ
う
と
、

新
潟
県
の
花
角
英

世
知
事
に
シ
ル
ク

製
ポ
ケ
ッ
ト
チ
ー

フ
を
贈
呈
し
た
。

当
日
は
、
田
邊

正
幸
市
長
を
は
じ

め
、
贈
呈
品
を
製

作
し
た
株
式
会
社
横
正
機
業
場

の
横
野
恒
明
社
長
ら
が
県
庁
を

訪
問
。
田
邊
市
長
は
、
市
議
会

初
日
に
市
議
や
市
職
員
が
ポ
ケ

し
て
も
活
用
さ
れ
た
。
ま
た
、

Ｔ
Ｂ
Ｃ
東
北
放
送
の
ラ
ジ
オ
番

組
に
は
組
合
職
員
が
出
演
し
、

イ
ベ
ン
ト
の
見
ど
こ
ろ
や
市
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
な
ど
、

広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ
た
。

ッ
ト
チ
ー
フ
を
胸
元
に
挿
し
て

臨
ん
だ
こ
と
を
紹
介
し
、
五
泉

市
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

横
野
社
長
か
ら
は
五
泉
市
の

絹
織
物
産
業
が
持
つ
特
徴
や
歴

史
、
技
術
力
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

花角知事へポケットチーフ贈る
 五泉の絹織物をPR 

冬のチャレンジショップを開催
 ラポルテ五泉 

夢
グ
ル
ー
プ
が
五
泉
に

ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
造
事
業

◇
（
一
社
）
五
泉
阿
賀
青
年
会

議
所
（
２
０
２
６
年
度
）

▽
理
事
長

石
川

祐
貴
▽
直
前
理
事

長

新
發
田
巧
▽

副
理
事
長

長
谷

川
祐
哉
▽
監
事

佐
久
間
哲
平

大
橋
建
太

▽
専
務
理
事

羽

賀
信
孝
▽
事
務
局
長

植
木
佑

哉

訃

報

イ
ド
雑
貨
や
ス
イ
ー
ツ
の
販

売
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
よ
る
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
子
ど
も
も
参
加
で

き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、

多
彩
な
お
店
が
並
ぶ
。
当
日
は

家
族
連
れ
を
中
心
に
、
毎
回
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

寒
さ
の
厳
し
い
時
期
、
あ
た

た
か
い
館
内
で
家
族
や
友
人
と

一
緒
に
、
冬
の
ひ
と
と
き
を
楽

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。

▽
問
合
せ

ラ
ポ
ル
テ
五
泉
総

合
案
内
（
電
話
４
１
︱

１
６
１
２
）

↓至村松

至秋葉区↑
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
新
春

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
、２
０
２
５
年
は「
巳

年
」
の
再
生
と
脱
皮
を
意
識

す
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

国
内
で
は
物
価
高
騰
や
人
手

不
足
が
依
然
と
し
て
深
刻
な

課
題
で
あ
り
ま
し
た
。
秋
に

は
高
市
内
閣
が
発
足
し
、
経

済
再
生
へ
の
期
待
感
が
高
ま

っ
た
一
方
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
社

会
に
も
た
ら
す
劇
的
な
変
化

へ
の
対
応
は
、
待
っ
た
な
し

の
状
況
で
し
た
。

そ
の
再
生
を
模
索
し
た

「
巳
年
」
を
経
て
、
今
年
は

「
午う

ま
ど
し年
」
を
迎
え
ま
す
。
馬

は
力
強
く
大
地
を
駆
け
、「
躍

進
」
や
「
活
発
」、「
順
風
満

帆
」
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
午
年
は
、
昨
年
の

内
閣
発
足
に
よ
る
機
運
と
、

技
術
革
新
の
波
を
捉
え
、
地

域
経
済
を
さ
ら
に
高
み
へ
と

引
き
上
げ
る
絶
好
の
機
会
で

す
。私

た
ち
は
、
巳
年
で
得
た

再
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
土
台

に
、
午
年
ら
し
く
、
ス
ピ
ー

ド
感
と
活
力
を
持
っ
て
前
進

す
べ
き
で
す
。
変
化
を
恐
れ

る
こ
と
な
く
、
新
た
な
政
策

や
技
術
の
追
い
風
に
乗
り
、

果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く
年
で

あ
り
た
い
で
す
。
こ
の
一
年

が
、
皆
様
と
地
域
の
さ
ら
な

る
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
、

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

（
Ｍ
・
Ｋ
）

筬
音
のおさ

㈲ティー・エム・シー  赤海２  ＴＥＬ42－2125  http://niigata-tmc.com/

明けましておめでとうございます
不動産のことなら
何なりとご相談ください

新潟県知事（5）第4443号
中央不動産 五泉市吉沢1丁目6－20

TEL 48 －５３０８

不動産相談室
土地、建物、売買、仲介
および空地、空き家相談は
お気軽にお問い合せ下さい

脱プラを支援する
100％紙製
ファイル
詳しくはこちら▶

はんこの専門店
五泉市本町３　
蕁 42－3250
FAX42－0111

はんこの専門店

五泉市本町３ ☎（0250）42−3250
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We Serve （われわれは奉仕する）仲間づくりと地域と共に　明るい奉仕

ライオンズクラブは、世界に140 万人以上の会員がいる世界最大の奉仕団体です。あなたも一緒に奉仕活動をしましょう！

▲ふなおか更生園様との交流会

▼ZC杯争奪サッカー大会
▲五泉ライオンズカップ（ミニバス大会）

▼早朝清掃

◀ ▼ 例会

例会日
毎月第３木曜日
午後 6時 30分～

例会場
割烹 文福 または

ガーデンホテル マリエール

We Serve （われわれは奉仕する）仲間づくりと地域と共に　明るい奉仕

明けましておめでとうございます
主な活動と例会日

ガーデンホテルガーデンホテルガーデンホテルガーデンホテルガーデンホテル マリエールマリエール

五泉阿賀青年会議所
一般社団法人

わんぱく相撲五泉場所

JCゲーム研修会 恋の仮面舞踏会 2026年度役員

ひとづくり、まちづくり、こころづくりと共に、
より一層地域のために活動して参ります。
変わらぬご支援とご協力をお願い申し上げます。

理事長
石川　祐貴

事務局長
植木　佑哉

専務理事
羽賀　信孝

明けましておめでとうございます

2026 年度スローガン

つなぐ勇気、拓く未来
～Linking Today, Leading Tomorrow～




